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岩
手
県
盛
岡
市
の
北
西
約
15
㎞
に
そ
び

え
る
岩
手
山
は
標
高
２
０
３
８
m
。
な
だ

ら
か
な
稜
線
を
描
く
東
側
と
は
異
な
り
、

西
側
は
荒
々
し
い
岩
稜
を
持
つ
。
東
西
で

は
そ
の
表
情
が
全
く
異
な
る
複
雑
な
山
並

み
で
、別
名
「
岩
手
富
士
」「
南
部
片
富
士
」

「
岩が
ん

鷲じ
ゅ

山
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

　

70
万
年
前
か
ら
幾
度
と
な
く
噴
火
を
繰

り
返
し
、
中
で
も
１
６
８
６
年
の
山
頂
噴

火
は
歴
史
に
残
る
規
模
を
記
録
。
御
室
火

口
の
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
に
始
ま
り
、
火

砕
サ
ー
ジ
、
火
山
泥
流
が
発
生
し
、
降

灰
は
近
隣
の
市
町
村
に
ま
で
及
ん
だ
。

１
７
３
２
年
の
噴
火
で
は
溶
岩
が
流
れ
だ

し
、
約
1
5
0
ha
に
も
及
ぶ
「
焼
走
り
溶

岩
流
」（
国
の
特
別
天
然
記
念
物
）
を
形
成
。

今
も
当
時
の
噴
火
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。
１
９
１
９
年
の
大
地
獄
谷
で
の
水

蒸
気
爆
発
の
後
も
火
山
性
微
動
や
多
く
の

地
震
を
観
測
す
る
な
ど
、
現
在
も
火
山
活

動
は
続
い
て
い
る
。

　

荒
々
し
い
火
山
の
印
象
が
あ
る
一
方
で
、

身
体
を
癒
し
て
く
れ
る
温
泉
も
多
く
、
西

側
の
滝
の
上
温
泉
や
網
張
温
泉
、
玄
武
温

泉
、
北
側
の
松
川
温
泉
や
八
幡
平
温
泉
な

ど
が
あ
る
。
露
天
風
呂
か
ら
眺
め
る
岩
手

山
も
ま
た
、
格
別
だ
。

玄武岩から安山岩の西岩手・東岩手の二成層火山が結合。爆発型噴火が特徴だが、溶岩の流出も多数認められる。現在、活動的で特に重点的に観測
研究を行うべき火山の一つ。噴火警戒レベル1（平常）。1月19日現在

岩手山

二つの表情を持つ、東北の富士

岩手山
［岩手県］

日 本 の

火 山    　   vol.05

岩手山と盛岡市内の北上川　（C）KAKU SUZUKI/SEBUN PHOTO/amanaimages
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「もしも」のために
今、できること

特集
災害をイメージし、防災につながる行動へ

［アクション編］

道路が壊れ、歩行者が
車道にあふれて渋滞が発生

沿道建物からの
落下物が危険

いつ起こるのか、誰にも予測することができない災害。

その、「もしも」に備えるために、何を考え、どのように行動すればよいのか？

今号は前号に引き続き、「アクション編」として、災害に備えるための行動を紹介する。

写真提供：時事



防災シミュレーション［アクション編］

　

平
成
20
年
10
月
27
日
、
中
央
防
災

会
議
で
は
、「
首
都
直
下
地
震
避
難
対

策
等
専
門
調
査
会
報
告
」
を
発
表
し

た
。
座
長
を
務
め
る
首
都
大
学
東
京

の
中
林
一
樹
教
授
は
、「
災
害
に
備

え
る
た
め
に
は
『
想
像
力
と
創
造
力
』

が
大
事
」
だ
と
語
る
。

　

始
め
に
、「
想
像
力
」
を
使
い
、
自

宅
や
外
出
先
で
、「
い
ま
災
害
が
起
き

た
ら
？
」
と
想
像
し
て
み
る
。
そ
の

結
果
、
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
ら
、
身
の
回
り
の
も
の
で
工
夫
を

し
た
り
、
必
要
な
も
の
は
購
入
す
る

な
ど
し
て
、
課
題
を
ク
リ
ア
で
き
る

よ
う
「
創
造
力
」
を
発
揮
す
る
。

 　

ど
ん
な
工
夫
を
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

　

オ
フ
ィ
ス
や
行
楽
地
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
必
要
と
な
る
地
震
に

対
す
る
備
え
に
つ
い
て
中
林
教
授
に

話
を
聞
い
た
。

「
想
像
力
」
と
「
創
造
力
」
で

継
続
で
き
る
防
災
活
動
を

線路の倒壊で道がふさがれ、
いつもの道が通れなくなる

首都直下地震では、ほとんどの公共交通機関が止まって

しまう。外出中の人々 が居住地に向けて一斉に徒歩帰宅を

開始すると、負傷や混乱などのさまざまな危険に遭遇する。

● 路上や鉄道駅周辺では大混雑が発生し、集団転倒な

どに巻き込まれる可能性。

●火災や沿道建物からの落下物等により負傷するおそれ。

● 道路の混雑により、救助・救急活動、消火活動、緊急

輸送活動などの応急対策活動が妨げられるなど、混乱

が生じるおそれ。

● 徒歩で帰る人々 により、沿道では飲料水やトイレなどに

対する大きな需要が発生。

● とくに沿道の避難所などでは、飲料水やトイレなどを求

めて徒歩帰宅者が訪れるうえに、地域の避難者も集まっ

てくることから、徒歩帰宅者に対して十分な対応ができ

ず混乱が生ずる可能性などが考えられる。

首都直下地震で
一斉帰宅をすると……

首都大学東京 
都市環境学部 都市システム科学専攻
教授
中林 一樹
なかばやし・いつき●昭和 22年10月22日
生まれ。東京都立大学 大学院工学研究科 
建築学専攻修士課程修了。専門は、都市防
災学・都市計画学・都市復興論
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高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
オ
フ
ィ
ス
街
。

そ
こ
で
地
震
に
あ
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
被
害
に
遭
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
い
た
と
き
や
、
上
層
階
に
い
る
と
き
の
対
応
・
対
策
を
聞
い
た
。

も
し
、
平
日
に
オ
フ
ィ
ス
で
地
震
が
起
き
た
ら

もし、平日にオフィスで地震が起きたら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
る

火
災
が
発
生
し
煙
に

巻
き
込
ま
れ
る

高
層
ビ
ル
は
、
大
き
く

ゆ
っ
く
り
長
く
揺
れ
る

ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
る

市
部
に
数
多
く
存
在
す
る
高
層
ビ

ル
。
中
で
も
、
気
に
な
る
の
は
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
こ
と
だ
。

 

「
最
近
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
地
震
を
感

知
す
る
と『
最
寄
り
階
で
停
止
』す
る
た
め
、

以
前
の
よ
う
に
階
と
階
と
の
間
で
閉
じ
込

め
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」

と
中
林
先
生
。
た
だ
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

管
理
会
社
の
技
術
者
が
そ
の
状
態
を
解
除

す
る
ま
で
は
、
一
切
使
え
な
く
な
る
。

　

大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
大
量
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
使
用
停
止
と
な
る
。
技
術
者

が
個
別
に
復
旧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
、
高
層

階
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
。

 

「
企
業
な
ど
に
向
け
、
上
層
階
へ
の
非
常

食
な
ど
の
備
蓄
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
地
震

を
感
知
し
て
止
ま
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
、

自
動
で
運
転
再
開
で
き
る
よ
う
、
技
術
開

発
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」。

　

す
ぐ
に
外
へ
避
難
す
る
方
が
よ
い
？

 

「
高
層
ビ
ル
が
集
ま
っ
て
い
る
地
域
は
、

延
焼
の
危
険
性
が
少
な
い
た
め
、
多
く
は

『
地
区
内
残
留
地
区
』
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
火
災
も
な
く
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て

建
物
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
む
や
み

に
避
難
し
よ
う
と
せ
ず
、
建
物
内
で
待
機

し
ま
し
ょ
う
。
慌
て
て
外
に
出
る
と
混
雑

に
巻
き
込
ま
れ
ま
す
。
も
し
、
ど
こ
か
の

階
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
煙
が
あ

が
っ
て
い
く
た
め
、
中
に
い
る
人
は
煙
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
あ
り
、
注
意
が

必
要
で
す
」。

　

高
層
ビ
ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震

性
は
高
そ
う
に
思
え
る
が
…
…
。

 

「
海
溝
型
地
震
の
場
合
、
高
層
ビ
ル
の
揺

れ
は
ゆ
っ
く
り
と
強
く
、
数
分
以
上
続
き

ま
す
。
ビ
ル
の
高
さ
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

き
ま
す
が
、数
秒
間
に
数
m
揺
れ
る
た
め
、

キ
ャ
ス
タ
ー
の
つ
い
た
コ
ピ
ー
機
な
ど
は
、

床
を
走
り
回
り
ま
す
。
家
具
を
床
に
固
定

し
、
家
具
同
士
も
し
っ
か
り
固
定
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
ね
」。

都

長周期地震動による高層建物の大振幅に備える震動台実験（2008 年１月） 独立行政法人防災科学技術研究所 兵庫耐震工学研究センター
http://www.bosai.go.jp/hyogo/movie.html 6



防災シミュレーション［アクション編］

　

首
都
直
下
地
震
の
際
、
都
心
部
に

お
い
て
ト
イ
レ
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
が
不
足
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
中
林
先
生
は
、「
簡
易
ト

イ
レ
を
持
つ
な
ら
密
封
で
き
る
袋

型
。
男
性
な
ら
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
レ
ジ
袋
に
2
個
入
れ
て
小

用
を
す
れ
ば
、
1
〜
2
回
は
可
能

で
す
。
女
性
は
、
大
人
用
お
む
つ
を

カ
バ
ン
に
入
れ
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
う
か
」。

　

も
し
地
震
発
生
時
に
い
た
ビ
ル
の

安
全
が
確
保
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
ま

ま
ビ
ル
内
に
い
た
方
が
よ
い
。
バ
ケ

ツ
が
あ
れ
ば
、
ビ
ル
の
受
水
槽
に
残

さ
れ
た
水
の
分
だ
け
ト
イ
レ
を
使
え

る
。
節
水
の
た
め
、
小
は
3
〜
4

回
分
た
め
て
か
ら
流
そ
う
。

　

被
災
者
な
ど
が
、
簡
易
ト
イ
レ
を

用
意
し
た
り
、
む
や
み
に
外
出
し
な

い
こ
と
で
、
被
災
時
の
ト
イ
レ
不
足

問
題
を
一
挙
に
解
消
で
き
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
で
町
を
ト
イ
レ
だ

ら
け
に
せ
ず
に
す
む
。
も
し
、
外
出

先
か
ら
徒
歩
帰
宅
を
す
る
際
に
は
、

1
〜
2
回
分
の
ト
イ
レ
が
で
き
る

準
備
を
持
っ
て
い
こ
う
。

首
都
直
下
地
震
で
は

ト
イ
レ
不
足
が
発
生
！

　新宿区役所 危機管理課では、新宿西口の高層ビル街（地

区内残留地区）に、企業が高層ビルを建てる際、「防災

備蓄倉庫」を東京都や区に提供するよう協力をお願いし

ている。

　倉庫には、毛布や水、発電機など、災害時における帰

宅困難者や、周囲で発生した火災からの避難者のための

物資が置かれる。

　また、新宿駅西口にあるパークハイアット東京や

KDDIビル、新宿住友ビルなどの 13のビルが結成した高

層ビルによる町内会、「新宿新都心開発協議会（SSK）」

と防災訓練などで積極的に連携している。

　新宿区は、首都直下地震の際に出現する、約 16 万 7000

人の駅前滞留者対策への協働も企業に呼びかけ、帰宅困

難者を高層ビル内に受け入れたり、徒歩帰宅者への情報

提供も行ってもらえるよう、訓練を実施している。

私たちはこうしています

新宿区の場合

新宿区は、被災時における地域の課題を共有し、解決するための「図上訓練」
を定期的に実施。防災に対する異業種同士の連携が深まっている

　「逃げ出す街から逃げ込む街へ」をコンセプトに都市開

発を行っている森ビル（株）。中でも、地上54階の森タワー

を中心に広がる六本木ヒルズには、約 10 万食の非常食、

4万数千個の簡易トイレに加え、医薬品や生活用品を備

蓄し、災害用井戸を２カ所に設置。また、都市ガスを使っ

た独自の発電施設を持ちながら、電力会社とも連携しつ

つ、灯油による発電もできるダブルバックアップシステ

ムを整備している。また、建物の耐震性の強化はもちろん、

長周期地震動検知システムを導入したエレベーターなど、

最新のビル設備で災害に備えている。

　一方、従業員には日々の業務に対応した災害時の役割

を分担するとともに定期的な訓練を実施。さらに、全従

業員に救命講習の受講を義務付けるなど、有事の際に迅

速な初動活動が行える人的体制も整備している。

私たちはこうしています

森ビルの場合

↑毎年1、9月に行っている六本木ヒル
ズ全体での総合防災訓練。そのほか、災
害時の役割に基づく活動訓練、徒歩での
出退社訓練、人事庶務班による安否情報
訓練など、さまざまな訓練を行っている
←災害用井戸。高性能フィルターを使用
している。生活用水として利用

イラスト：井塚剛7



普
段
行
か
な
い
場
所
で
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
…
…

安
全
な
場
所
も
帰
宅
す
る
道
も
分
か
ら
ず
、
家
族
と
も
連
絡
が
つ
か
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

被
災
後
の
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
災
害
に
備
え
よ
う

も
し
、
休
日
に
行
楽
地
で
地
震
が
起
き
た
ら

もし、平日にオフィスで地震が起きたら

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

止
ま
る

水
道
が
ス
ト
ッ
プ
し

飲
料
水
が
入
手
で
き
な
い

ト
イ
レ
も
使
え
な
い

出
入
り
口
に
向
か
う
人
が

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す

家
族
と
の
連
絡
が

取
れ
な
く
な
る

日
の
行
楽
地
で
は
、
普
段
と
違
っ

た
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

安
全
？

 

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
観
覧
車
や

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
倒
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
発
災
し

た
の
が
始
業
時
間
前
だ
っ
た
の
で
、
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
走
行
中
に
発
災
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
、
ま
だ
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
中
林
先
生
。

　

そ
の
他
に
行
楽
地
で
考
え
ら
れ
る
危
険

は
？

 

「
行
楽
地
で
は
、
見
ず
知
ら
ず
の
た
く
さ

ん
の
人
が
集
合
し
て
い
る
た
め
、
一
斉
に

出
入
り
口
に
殺
到
す
る
な
ど
し
て
パ
ニ
ッ

ク
が
起
き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

映
画
館
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
の

屋
内
施
設
で
は
、
従
業
員
の
案
内
に
従
っ

て
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
」。

　

休
日
に
行
楽
地
へ
行
く
場
合
の
備
え

は
？

 

「
地
震
発
生
が
休
日
の
場
合
、
家
族
全
員

が
別
行
動
を
取
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
事
前
に
安
否
確
認
の
方
法
を
話
し
合

い
、『
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1
』
や
、

携
帯
電
話
の
『
災
害
用
伝
言
板
』
な
ど
を
、

実
際
に
家
族
で
体
験
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
災
害
用
伝
言
板
は
、
各
携
帯
電
話

会
社
に
よ
っ
て
使
い
方
が
違
う
の
で
、
確

か
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」。

　

行
楽
地
に
い
る
の
だ
か
ら
、
飲
み
物
や

食
べ
物
は
充
分
？

 

「
自
動
販
売
機
の
商
品
は
、
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
飲
み
終

え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
捨
て
ず
に
家
ま
で

持
ち
帰
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
コ
ッ

プ
代
わ
り
に
な
り
、
も
ら
い
水
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

ほ
か
に
必
要
な
も
の
は
？

 

「
携
帯
電
話
の
予
備
電
源
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
外
出
時
に
は
、
地
図
な
ど
、
避
難

に
必
要
な
最
低
限
の
準
備
が
必
要
で
す
」。

休

8



防災シミュレーション［アクション編］

　

災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
に
使
わ

れ
て
い
る
の
が
、「
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
1
7
1
」
や
携
帯
電
話
や

P
H
S
等
か
ら
使
え
る
「
災
害
用
伝

言
板
」
だ
。
体
験
利
用
は
、毎
月
１
日
、

お
正
月
（
1
月
1
日
〜
3
日
）、
防

災
週
間
（
8
月
30
日
〜
9
月
5
日
）、

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
（
1
月

15
日
〜
1
月
21
日
）
に
で
き
る
。

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1

「
1
7
1
」
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
伝
え
た
い

情
報
を
30
秒
間
録
音
す
る
だ
け
。
手

軽
に
安
否
情
報
や
居
場
所
が
伝
え
ら

れ
る
（
固
定
電
話
や
携
帯
・
P
H
S

な
ど
か
ら
利
用
）

・
災
害
用
伝
言
板

携
帯
電
話
や
P
H
S
か
ら
使
え
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
掲
示

板
サ
ー
ビ
ス
。
各
社
に
よ
っ
て
使
用

方
法
が
若
干
こ
と
な
る
。
詳
し
い
使

い
方
は
、
お
使
い
の
携
帯
電
話
会
社

で
確
認
し
て
お
こ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
？

災
害
時
安
否
確
認

サ
ー
ビ
ス

　横浜市都筑区にある「ららぽーと横浜」。映画館もある郊外

型の複合施設で、土日にはたくさんの人が集まる。大規模地

震が発生した際には不特定多数の集団パニックが想定される

ため、その対策も顧客の安全確保、避難誘導をまず第一に

考えられている。平成19 年度に行われた横浜市総合防災訓

練では、自衛隊、消防署、警察などの各機関と連携し、約

1000人の従業員が参加した大規模な避難訓練及び救出救助

訓練を実施している。

　また、隣接するマンションとともに緊急地震速報を導入。防

災センターで受信後、店内にチャイム音が流れ、店員は直ちに

注意を呼びかけ、顧客を安全に誘導する。吹き抜け部分の広

い廊下が、防火対策としてだけではなく、大人数の避難を確

保する役割を果たしている。

私たちはこうしています

ららぽーとの場合
　東京ドームシティ（温浴施設ラクーア、遊園地の東京ドームア

トラクションズなど）では、全従業員、約1000人が参加する

総合防災訓練を毎年9月に行い、初動体制の確認や避難誘

導訓練などを行う。また、接客に携わる従業員はほぼ全員「普

通救命講習」を受け、平成 20 年11月には、AED（自動体

外式除細動器）を使って心肺停止のお客様の救命救護処置

を行うなど、これまでに3人の命を救った。ドームシティ内は、

どこからでも3分以内の場所にAEDが設置されている。

　ラクーア内には「NAS電池システム」という貯蔵用電池があ

り、発災時などの急な停電でも、ジェットコースターや観覧車

は安全に運行・停止できるシステムとなっている。また、東京ドー

ムは構造上、地震に強い建物であるため、地震の際には慌て

て外へ避難せず、留まってもらうよう呼びかける。

私たちはこうしています

東京ドームシティの場合

↑東京ドームシティの従業員が、総合防
災訓練でAED救命訓練を行う
←各事業所で結成している自衛消防隊。
緊急時には、社長を災害対策本部長とし、
副社長が自衛消防隊長となる態勢を取
る。初動体制の確認や避難誘導訓練も行
う

↑平成19年度の横浜市総合防災訓練の
様子。負傷者の救出救助の訓練などが
行われた
←訓練には約1000人の従業員が参加。
はしご車による救出訓練も行われた（写
真提供：横浜市役所）
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平
成
17
年
7
月
23
日
に
あ
っ
た
千
葉
県
北
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、
東
京
都
足
立
区
で
震
度
5
強
を
記
録
し
、

夜
遅
く
ま
で
電
車
が
運
行
停
止
。
多
く
の
利
用
客
が
帰
宅
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
で
た
。

「
も
し
自
分
が
こ
の
電
車
に
乗
っ
て
い
た
ら
？
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
分
が
取
る
べ
き
行
動
は
何
か
考
え
て
み
よ
う
。

も
し
、
移
動
中
に
地
震
が
起
き
た
ら

もし、平日にオフィスで地震が起きたら

電
車
が
ス
ト
ッ
プ
！

途
中
で
降
ろ
さ
れ
る

停
電
に
よ
り

交
通
信
号
が
消
え
る

　沿線に設置している地震警報装置や、気

象庁からの緊急地震速報による早期地震

警報装置を活用し、強い揺れの地震を検知

すると、列車は直ちに停止。万一、電力会

社からの送電がすべて止まっても、駅や車内、

トンネルに非常用電源を確保しているため、

真っ暗になることはない。また、乗客を安全

に誘導する訓練や、救急車到着までの負傷

者の応急手当といった訓練も実施している。

私たちはこうしています

東京メトロの場合

東京メトロで年に1度行われている、自然災害を想定
した防災訓練の様子。電車の先頭車両に非常口がある

　緊急地震速報を運用し、震度 5 弱以上

を受信すると、自動的に非常放送が館内

に流れる。内容はできるだけ短く・かつ分

かりやすくしている。また、啓発のための

ポスターを貼ったり、非常放送前の報知音

の周知を図るため毎日正午頃に館内放送

をするなどの工夫を凝らす。地下街でも携

帯電話などで災害情報が視聴できるよう、

ワンセグ放送受信のための整備も進める。

私たちはこうしています

八重洲地下街の場合

地下街に貼られたポスター。地震時でも慌てないよう、
身の安全を守るアドバイスも添えられている

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
地
震
が
き

た
ら
ど
う
な
る
？

 

「
各
社
で
異
な
り
ま
す
が
、
電
車
は
地
震
を

感
知
し
て
震
度
5
程
度
で
止
ま
り
、
安
全

点
検
が
終
わ
る
ま
で
動
き
ま
せ
ん
。
復
旧

に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
」。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

 

「
乗
客
は
最
寄
り
駅
で
降
ろ
さ
れ
ま
す
。
見

ず
知
ら
ず
の
駅
で
降
り
る
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
、
道
路
は
大
丈
夫
か
と

い
う
と
、
地
震
で
停
電
に
な
れ
ば
交
通
信

号
も
消
え
て
し
ま
い
、
車
が
交
差
点
で
身

動
き
が
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
幹
線
道
路

は
緊
急
道
路
と
し
て
一
般
交
通
が
規
制
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
宅
ま
で
、
ち
ゃ
ん

と
帰
れ
る
地
図
を
持
ち
歩
き
、
歩
き
や
す

い
靴
で
出
か
け
る
な
ど
、
徒
歩
で
帰
宅
で
き

る
よ
う
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
靴
擦
れ

に
役
立
つ
絆ば
ん
そ
う
こ
う

創
膏
は
、
か
さ
ば
ら
な
い
の
で

財
布
の
隅
に
で
も
入
れ
て
お
く
と
、
何
か
と

重
宝
し
ま
す
」。

電

10



防災シミュレーション［アクション編］

　

日
頃
か
ら
「
今
こ
こ
で
地
震
が
起
き
た

ら
」
と
周
り
を
見
回
し
、
そ
こ
に
あ
る
危

険
か
ら
ど
の
よ
う
に
身
を
守
る
行
動
を
す

べ
き
か
考
え
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
、
タ
イ
ル
、
照
明
器
具
、
展
示
品

な
ど
、
落
下
転
倒
物
の
有
無
、
非
常
出
口

の
場
所
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
生

死
を
分
け
る
大
き
な
差
と
な
り
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
発
災
後
15
分

以
内
に
死
者
の
9
割
以
上
の
方
が
家
屋
や

家
具
の
倒
壊
に
よ
り
亡
く
な
り
ま
し
た
。

体
重
の
4
倍
荷
重
で
、
胸
部
を
圧
迫
さ
れ

る
と
多
く
の
人
が
10
分
以
内
に
死
亡
す
る

と
い
う
調
査
報
告
も
あ
り
、
自
宅
や
外
出

先
で
、
自
身
の
体
重
の
4
倍
に
値
す
る
も

の
に
注
視
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
分
か
り

ま
す
。
自
動
販
売
機
、
A
T
M
、
冷
蔵
庫
、

コ
ピ
ー
機
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
さ
、
動

き
方
を
考
え
て
、
自
分
に
ど
う
い
う
被
害

を
与
え
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
家
具
固

定
な
ど
を
す
れ
ば
、
未
然
に
ケ
ガ
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
に
災
害
に
遭
っ
た
と
き
に
は
バ
ッ

グ
や
厚
手
の
雑
誌
で
頭
を
守
る
な
ど
機
転

を
き
か
せ
て
身
近
に
あ
る
も
の
で
困
難
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
携
帯
電
話
は
通
信

手
段
以
外
に
も
停
電
時
に
画
面
か
ら
発
す

る
光
を
利
用
し
て
懐
中
電
灯
代
わ
り
に
、

生
き
埋
め
に
な
っ
た
ら
着
信
音
を
笛
代
わ

り
に
、
保
存
画
像
は
救
援
を
待
つ
ま
で
の

心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
被
災
状
況

を
も
と
に
普
段
か
ら
災
害
に
役
立
つ
も
の

を
か
ば
ん
の
中
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
必

要
で
す
。め
が
ね
や
常
備
薬
、差
し
歯
な
ど
、

自
分
が
必
要
な
も
の
で
、
第
三
者
が
調
達

し
て
く
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
薬
は
、

処
方
さ
れ
た
ま
ま
で
は
な
く
ピ
ル
ケ
ー
ス

に
分
け
れ
ば
か
さ
ば
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
家
族
な
ど
と
の
安
否
確
認
が
で

き
る
よ
う
連
絡
方
法
と
待
ち
合
わ
せ
場
所

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人
は
、
近
所
の
友
人
や
同
僚
と
、
お

互
い
の
安
否
を
確
認
し
合
う
よ
う
に
し
て

お
く
と
、
倒
壊
し
た
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら

れ
た
際
、「
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
」
こ
と

を
防
げ
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
自
宅
で
助
か
っ
た
と
し
て
も
、

避
難
所
に
行
く
道
の
り
で
二
次
災
害
に
遭

遇
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
推
奨
さ
れ
て

い
る
経
路
で
も
、
自
分
の
家
族
に
と
っ
て

は
安
全
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
全
員
で
体
験
し
、
情
報
共
有
す
る
こ
と

が
命
を
守
り
ま
す
。

地面にしっかり固定されていないと、自動販売
機なども倒れてしまう

地震の際には、頭上から何が降ってくるかわか
らない。エアコン室外機もこのように

大きな揺れで倒れてしまうブロック塀もある。
足が挟まれただけで、動けなくなることも

「もしも」に備えて
日頃から、
私たちができることは？

体重の
4倍

頭を
直撃

体重の
4倍

命を守るための行動は何か？　
危機管理アドバイザーの国崎信江さんに話を聞いた。

国崎信江
くにざき・のぶえ●阪神・淡路大震災
を機に、女性の視点を生かして自然
災害から子どもを守るための研究を始
める。防災・防犯関連の著作、講演
のほか、内閣府・文部科学省など多く
の防災関連の専門委員も務めている。

写真提供：国崎信江（写真はすべて新潟県柏崎市）11



外
出
時
に
首
都
直
下
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
帰
宅
す
る
の
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
架
空
の
人
物
A
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
（
東
京
都
丸
の
内
に
勤
務
、
埼
玉
県
和
光
市
在
住
）
が
、
オ
フ
ィ
ス
で
被
災
し
、
帰
宅
す
る
ま
で
を
、

会
社
の
対
応
も
交
え
て
紹
介
す
る
。
発
災
後
街
は
ど
う
な
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
会
社
や
個
人
が
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

首
都
直
下
地
震
発
生
！　

そ
の
時
、あ
な
た
は
!?

シミュレーション

Aさんの会社の防災計画では、家族の安否
が確認できた社員は、災害対策本部要員や
重要業務の継続にあたることになっている。
Aさんは、翌日帰宅することになり、社員
の安否確認、営業所、関連工場の被災状況
についての情報収集を開始した。

半数の従業員を
翌日帰宅とする

Bさんが会社を出ると道路はあちこちで陥
没し、大渋滞。車道にまで人があふれかえ
り、自由に歩くこともできず、全く前に進
まないところもある。
消火、救助・救急活動にあたる緊急自動車
の通行も妨げられている。

Aさんの会社では、家族や従業員の安否を
迅速に確認する体制ができている。Aさん
も安否確認手段を事前に複数決めており、
災害用伝言ダイヤル171と災害用伝言板を
使った。自宅は家具も固定していたので安
心だ。

速やかに家族や従
業員の安否を確認

何度か家族に電話するが、つながらない。
Bさんは、初めて災害用伝言ダイヤルを使
い自分の無事を登録した。安否確認がうま
くいかず、家具固定もしていなかった社員
たちは家族が心配だと言い始めた。会社は
従業員を一斉に帰宅させることにした。

安否確認できず、一
斉に徒歩で帰宅開始

半
数
が
翌
日
帰
宅
を

し
た
場
合

帰宅経路混雑情報：利用可
安否情報提供改善：有

帰宅経路混雑情報：利用不可
安否情報提供改善：無

混乱をまねく一斉帰宅
帰宅行動シミュレーションの例（15時の様子（12時発災））

［天候：晴れ、幹線以外一部利用、全橋梁通行可、建物倒壊：有、
火災考慮：有］の条件でシミュレーション

波打つように倒壊した阪神高速神戸線。壊れた道路脇を
徒歩で帰宅するのは危険が多い（写真提供：時事）

道路は大渋滞、一
斉帰宅者で大混雑

東京・丸の内道路混雑

発
災
直
後
に
一
斉
帰

宅
を
し
た
場
合

一斉帰宅の場合

翌日帰宅割合1／2の場合

12



防災シミュレーション［アクション編］

都
直
下
地
震
で
は
、
全
域
で

6
5
0
万
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発

生
し
ま
す
」
と
中
林
先
生
。

帰
宅
困
難
者
は
、
ケ
ガ
な
ど
の
理
由
で
帰

宅
を
あ
き
ら
め
る
「
帰
宅
断
念
者
」
や
、「
遠

距
離
を
徒
歩
で
帰
宅
す
る
」
人
々
な
ど
だ
。

ま
た
、
帰
宅
困
難
者
は
、
災
害
情
報
や

安
否
確
認
情
報
、
経
路
情
報
を
求
め
て
駅

に
集
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
な
ど
に
は
多
数
の
帰
宅
者
が
集
中
し
、

混
乱
が
発
生
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
で
は
、
徒
歩
帰
宅
者
が
駅
に
行

か
な
く
て
も
円
滑
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
、

地
図
や
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た
り
、
情
報

が
提
供
さ
れ
る
「
帰
宅
支
援
対
象
道
路
」

を
指
定
。
こ
の
道
路
か
ら
半
径
2
㎞
以
内

の
コ
ン
ビ
ニ
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
を

「
帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
提
供

し
て
も
ら
い
、
徒
歩
帰
宅
者
に
対
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
提
供
す
る
。

一
方
、
家
庭
に
い
て
被
災
し
た
場
合
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。
平
日
だ
と
高
齢
者
や

子
ど
も
、
お
母
さ
ん
だ
け
で
、
一
晩
過
ご
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
し

災
害
で
家
族
が
分
断
さ
れ
て
も
、
お
互
い

が
不
要
な
心
配
を
せ
ず
、
安
心
し
て
行
動

で
き
る
よ
う
、「
安
否
確
認
方
法
の
共
有
」

や
自
宅
の
「
耐
震
補
強
・
家
具
固
定
」
を
、

事
前
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

首

都心を離れるに従って道路の混雑もなく
なってくる。家族とは何度か災害用伝言ダイ
ヤルで連絡をとり、避難場所を確認している。
丸の内から和光市まで約5時間歩いて帰宅。
ほどなく近くの小学校に避難している家族
と無事再会することができた。

翌日帰宅者が家に到着。
所要約5時間

15時間かかり、Bさんは、ようやく和光市
の自宅に到着した。家族を呼ぶが返事がな
い。
ご近所を訪ねながら、近くの学校や公民館
など避難所に指定されている場所を探し回
ることになった。

ようやく家に到着。
所要約15時間

翌朝、Aさんは、常備している携帯ラジオ・
ライト・地図と会社からの支給品を持ち帰
宅開始。ラジオや区役所の掲示板にある危
険場所や混雑情報を頼りに経路を選択す
る。帰宅支援対象道路の地図案内板で見た、
帰宅困難者等支援広場でトイレ休憩する。

帰宅困難者への
必要な情報提供

道中のコンビニエンスストアや飲食店は、
トイレを待つ人、飲料を買う人で長蛇の列
だ。長時間歩いてきたBさんは疲れが出て
きた。トイレにも行きたくなったため探し
てみたが、地図がなく、トイレや休憩でき
る場所が分からない。

トイレ・飲料が確保困
難。場所も分からない

Aさんの会社では、全社員が3日間滞在で
きるよう、飲用水・食糧、災害用トイレ、
毛布などの備蓄がある。発災当日も、一斉
帰宅の混乱をさけるため時差帰宅とし、徒
歩帰宅の従業員には、ヘルメット、手袋、
飲料、携帯トイレ、地図等を支給。

十分な備蓄と事前
の準備で帰宅開始

強い余震が続いている。ビルの倒壊や、ガ
ラス・タイルの落下による負傷者をあちこ
ちで目撃する。
池袋周辺では大規模な火災が発生している。
人が逆流し、後ろからも押し戻され、集団
転倒なども起きている。大変危険な状態だ。

余震、二次災害で
危険な状態

「帰宅行動シミュレーション」などは、中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」のページ でご覧になれます
http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/shutohinan/a_index/index1.html

丸の内から自宅（和光市役所付近）へ
徒歩帰宅する際の平均所要時間

普段は約5時間で歩ける道が、
一斉帰宅により約 3倍に 　

A 　6以上（満員電車状態） 0.4 以下
B 　5.25 ～ 6 0.4 超～ 1未満
C 　4 ～ 5.25 1 以上～ 2未満
D 　2.75 ～ 4 2 以上～ 3未満
E 　1.5 ～ 2.75 3 以上～ 4未満
F 　1.5 以下 4

混雑度（人／㎡） 歩行速度（㎞／ h）

＝火災

埼玉県和光市 余震火災トイレ・飲料不足

1.第一京浜　2.第二京浜　3.中原街道　4.玉川通り　5.甲州街
道　6.青梅街道　7.新青梅街道　8.川越街道　9.北本通り　
10.日光街道　11.水戸街道　12.蔵前橋通り　13.井の頭通り　
14.五日市街道　15.環状七号線　16.環状八号線

東京都・
帰宅支援
対象道路

0 3 6 9 12 15 18

約 5.2 時間

約 15.1 時間 発災直後から一斉帰宅を
する場合

通常時

満員電車状態

※所要時間は通常時並みの時間を編集部で想定

※

2007年東京マラソン。3万人の参加者であふれる道
路は、まさに満員電車状態といえる
（写真提供：Getty Images/ アフロ）
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Active
Woman
file

新潟の復興を応援することは
私のライフワークです

大桃美代子さん

タレント

おおもも・みよこ●新潟県魚沼市出身。
ニュース番組をはじめ、料理、クイズ、
バラエティ、情報と幅広い分野で司会
として活躍。ＮＨＫ「クイズ日本人の
質問」に出演、大桃博士の愛称で親し
まれる。ＮＴＶ「ズームインＳＵＰＥ
Ｒ！！」の司会を3年半務めた。17年
11月に「魚沼特使」に任命され復興
のために活動している。雑穀アドバイ
ザー、野菜ソムリエ、おさかなマイス
ター・アドバイザーの資格を取得する
など食育や農業にも関心を持つ。日本
災害復興学会名誉会員。

「
突
然
、
ゴ
ー
ッ
と
い
う
す
ご
い
音
が
し
て
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
強
い
縦
揺
れ
。

椅
子
に
し
が
み
つ
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
中
の
も
の
が
ガ
シ
ャ
ガ
シ
ャ
と
動
く
音
や
家
が
ギ
シ
ギ
シ
軋
む
音
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

平
成
16
年
10
月
23
日
、
大
桃
美
代
子
さ
ん
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
仕
事
で

実
家
に
戻
っ
て
い
る
時
に
新
潟
県
中
越
地
震
に
被
災
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
向
か
う
新
潟
を
見
守
り
、
応
援
し
続
け
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
も
体
験
し
て
い
る
大
桃
さ
ん
に
「
今
、
で
き
る
こ
と
」
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

写真：花井智子

5
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買
い
物
帰
り
の
人
が
行
き
交
う
普
通
の
風

景
。「
そ
の
落
差
を
納
得
す
る
の
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
」。

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
っ
た
今
ま
で
の

生
活
を
失
い
、
苦
し
ん
で
い
る
新
潟
の
人

の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
。
以
来
、「
自
分

に
で
き
る
こ
と
」
を
探
し
続
け
ま
す
。

 

「
魚
沼
と
い
え
ば
、
白
い
お
米
。
地
元
の

農
家
の
方
を
元
気
に
す
る
た
め
に
も
、
こ

の
美
味
し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う

と
考
え
、
見
つ
け
た
の
が
雑
穀
で
し
た
。

魚
沼
の
田
ん
ぼ
で
黒
も
ち
米
を
作
り
、
白

い
お
米
に
混
ぜ
て
食
べ
て
も
ら
う
。
父
や

周
囲
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
農
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
雑
穀
は
健
康
に
も
美
容

に
も
い
い
ん
で
す
よ
。
売
り
上
げ
の
一
部

を
義
援
金
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
私
が
お
米
を
作
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
新
潟
を
見
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
の
人
は
、『
震
災
、

大
変
で
す
よ
ね
？
』
と
聞
か
れ
て
も
、
つ

い
『
大
丈
夫
で
す
』
と
答
え
て
し
ま
う
。

で
も
、
山
古
志
村
に
よ
う
や
く
道
が
通
り
、

復
旧
が
終
わ
っ
た
だ
け
で
、
昔
の
生
活
に

戻
れ
る
本
当
の
意
味
で
の
復
興
は
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
慣
れ
親
し
ん
だ
土
地
と
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
し
、
鬱

や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
苦
し
ん
で
い
る

人
も
い
る
ん
で
す
」

　

東
京
中
心
の
生
活
か
ら
ふ
る
さ
と
に
目

を
向
け
た
生
活
へ
。
2
回
の
震
災
が
大
桃

さ
ん
の
人
生
を
変
え
ま
し
た
。
地
震
に
対

す
る
意
識
も
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

 

「
実
際
に
地
震
が
来
た
時
は
、
も
う
本
当

に
動
け
な
い
し
、
何
も
で
き
な
い
。
日
頃

か
ら
、『
も
し
、
地
震
が
き
た
ら
』
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
備
え
て
お
く

こ
と
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
ま

し
た
。
家
の
補
強
、
避
難
袋
の
用
意
、
家

族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認
な
ど
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
な
る

べ
く
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
新
潟
は
未
来
の
あ
な
た
の
姿
か

も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
も
し
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
新
潟
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ

残
る
震
災
の
傷
跡
を
見
れ
ば
、
そ
の
す
ご

さ
が
実
感
で
き
ま
す
。
そ
し
て
帰
り
に
新

潟
産
の
お
土
産
や
野
菜
を
買
う
。
地
元
の

経
済
活
動
も
活
性
化
し
ま
す
。
復
興
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
る
人
と
触
れ
合
う
こ
と

は
、
い
ざ
、
自
分
が
被
災
し
た
時
に
『
新

潟
の
人
た
ち
み
た
い
に
頑
張
ろ
う
』
と
い

う
勇
気
に
つ
な
が
る
、
そ
う
思
う
ん
で
す
」

　

新
潟
の
復
興
を
応
援
す
る
。
大
桃
さ
ん

は
今
日
も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

越
地
震
の
夜
、
何
度
も
続
く
余
震

に
軋
み
を
た
て
る
家
か
ら
、
車
に

避
難
し
た
大
桃
さ
ん
。
携
帯
電
話
か
ら
地

震
直
後
の
様
子
を
全
国
に
伝
え
ま
し
た
。

 

「
瓦
は
落
ち
、
塀
は
倒
れ
…
…
酒
屋
さ
ん

を
見
た
ら
、
置
い
て
あ
っ
た
酒
瓶
は
す
べ

て
倒
れ
、
お
店
の
人
は
『
し
ば
ら
く
営
業

が
で
き
な
い
』
と
嘆
い
て
い
る
。『
地
獄
の

お
釜
が
開
い
た
〜
』
と
泣
き
崩
れ
て
い
る

お
ば
あ
さ
ん
も
。
衝
撃
的
で
し
た
」

　

東
京
に
戻
る
新
幹
線
の
中
で
も
、ブ
レ
ー

キ
が
か
か
る
度
に
「
地
震
じ
ゃ
な
い
か
」

と
恐
怖
を
感
じ
た
そ
う
。
で
も
、
新
幹
線

を
降
り
た
大
桃
さ
ん
の
前
に
あ
っ
た
の
は
、

2回、体験した震災が
私の人生を変えました

中

大桃さんが作っている「桃米」。白米に少量混ぜて炊くと、薄い紫色になり、
お赤飯のように色づく。糠部分の色素はポリフェノールの一種アントシアニン。
体が老化する原因の一つ活性酸素の除去に役立ち、若さを保つ効果がある
問い合わせ先　株式会社 魚晃 蔵 TEL 0120－25－9681
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16

Disaster Report

昨
年
も
、
地
震
や
水
害
な
ど
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
に
発
生
し
た
主
な
災
害
に
つ
い
て

現
在
ま
で
の
復
旧
・
復
興
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

国内復興レポート

路
の
崩
壊
や
河
道
閉
塞
（
天
然
ダ
ム
）
の

発
生
も
被
害
の
特
徴
で
す
。
幹
線
道
路
の

復
旧
工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
落
橋
し

た
国
道
３
４
２
号
の
祭ま
つ
る
べ畤
大
橋
は
11
月
30

日
の
正
午
に
仮
設
橋
が
開
通
。
祭
畤
地
区

ま
で
は
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
雪
深
い
地
域
で

あ
る
た
め
に
、
12
月
末
に

い
っ
た
ん
工
事
は
休
止
さ

れ
、
再
開
は
４
月
の
見
通

し
で
す
。
水
平
方
向
に
約

３
０
０
ｍ
も
移
動
し
た
荒

砥
沢
ダ
ム
周
辺
の
道
路
は
、

東
の
尾
根
筋
の
仮
ル
ー
ト

建
設
に
向
け
て
、
現
在
も

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

岩
手
・
宮
城
県
境
の
栗

駒
山
周
辺
に
発
生
し
た
15

カ
所
の
河
道
閉
塞
に
つ
い

て
は
、
仮
排
水
路
の
施
工
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
10
月
24
日
の
降
雨
で
は
湯
ノ
倉
温
泉

地
区
の
河
道
閉
塞
の
水
位
が
上
昇
し
て
土

砂
浸
食
が
起
こ
り
、
仮
排
水
路
が
被
災
し

た
も
の
の
、
11
月
20
日
に
応
急
対
策
工
事

が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
だ
震
災
の
傷
跡
は
残
る
も
の
の
、

年
が
明
け
、
被
災
地
で
は
気
持
ち
を
新
た

に
復
旧
・
復
興
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

6
月
14
日
8
時
43
分
頃
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
２
、
最
大
震
度
６
強
を
記
録
し

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
。
大
規

模
な
土
砂
崩
れ
に
よ
る
生
き
埋
め
な
ど
で

13
人
が
亡
く
な
り
、
い
ま
だ
10
人
が
行
方

不
明
で
す
。
住
家
被
害
は
、
全
壊
33
棟
、

半
壊
１
３
８
棟
、
一
部
損
壊
２
１
８
１
棟

で
す
。

　

宮
城
県
栗
原
市
で
は
、
計
65
戸
の
仮
設

住
宅
が
建
て
ら
れ
、
被
災
者
は
引
き
続
き

不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
仮

設
住
宅
を
出
ら
れ
る
の
は
、
雪
解
け
後
の

春
先
と
な
る
見
通
し
で
す
。
岩
手
県
一
関

市
で
は
小
学
校
を
利
用
し
た
公
民
館
の
分

館
を
改
修
し
て
被
災
者
の
住
居
と
し
、
今

も
２
世
帯
11
人
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
震
災
復
興
支
援
住
宅
を
建
設

し
、
２
月
中
旬
頃
に
移
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

山
間
部
を
襲
っ
た
今
回
の
地
震
は
、
道

平
成
20
年（
2
0
0
8
）岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
状
況
と
対
策

平
成
20
年
に
発
生
し
た
災
害
を
振
り
返
る

今年行われた宮城県栗原市の成人式では、犠牲者を悼んで黙とうが行われた（写真提供：栗原市）

祭畤大橋の仮設橋。後ろは落橋した橋（写真提供：共同通信社）
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岡崎市が配布している防災ラジオ
（写真提供：岡崎市）

　

2
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
日
本

付
近
は
強
い
寒
気
が
流
れ
込
み
、
北
日
本

か
ら
西
日
本
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
暴

風
や
暴
風
雪
、
周
辺
海
域
で
は
6
〜
8
メ

ー
ト
ル
の
大
し
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

低
気
圧
の
影
響
で
、
北
海
道
と
山
形
県
で

は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、
富
山
県
で
は
2
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
か
ら

広
島
県
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
、
重
軽

傷
者
89
人
、
全
半
壊
家
屋
20
棟
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

富
山
県
下
新
川
郡
入
善
町
で
は
高
波
が

発
生
。
堤
防
を
越
え
た
波
は
住
宅
や
水
田

を
襲
い
ま
し
た
。
家
屋
の
全
壊
４
棟
、
半

壊
７
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
1
1
9
棟
の

被
害
が
出
ま
し
た
。
防
波
堤
は
破
壊
さ
れ
、

水
田
や
井
戸
に
海
水
が
浸
入
し
塩
害
を
起

こ
す
な
ど
の
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

復
旧
作
業
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
支
援
や

県
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も

あ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
や
倒
壊
し

た
家
屋
の
撤
去
、
消
毒
作
業
な
ど
は
早
い

段
階
で
行
わ
れ
、
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
が
通
常
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
護
岸
施
設
の
復
旧
工

事
は
昨
年
11
月
に
完
了
。
第
一
堤
防
は
従

来
よ
り
80
㎝
か
さ
上
げ
。
現
在
は
第
二
堤

防
を
建
設
中
で
、
第
一
堤
防
で
防
ぎ
き
れ

な
か
っ
た
波
を
住
宅
地
に
浸
入
さ
せ
な
い

役
目
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害

2
月
23
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
の
低
気
圧
に
よ
る
被
害

　

昨
年
は
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
ま
し
た
。
７
月
28
日
、
兵
庫
県
神

戸
市
で
は
、
都
賀
川
に
流
さ
れ
４
人
が
亡

く
な
り
、
河
口
付
近
で
は
１
人
が
遺
体
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
姫
路
市
で
は

落
雷
に
よ
っ
て
１
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

８
月
５
日
に
は
東
京
都
豊
島
区
の
下
水
管

内
で
作
業
を
し
て
い
た
５
人
が
流
さ
れ
て

亡
く
な
り
ま
し
た
。「
平
成
20
年
８
月
末

豪
雨
」
で
は
、
8
月
29
日
に
愛
知
県
岡
崎

市
で
１
人
が
家
の
中
で
水
死
し
、
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
た
１
人
も
31
日
に
遺
体
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
宮
市
で
は
９
月
３

日
に
用
水
路
に
転
落
し
て
重
傷
を
負
っ
た

１
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
災
害
に
よ

る
も
の
か
は
確
認
中
。

　

被
害
を
受
け
て
、
兵
庫
県
と
神
戸
市
は
、

警
報
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
大
雨
や
洪
水
の
注
意
報
が

発
令
さ
れ
る
と
、
ラ
ジ
オ
電
波
を
通
じ
て
、

黄
色
い
光
が
回
転
す
る
回
転
灯
で
す
。
現

在
、
六
甲
山
の
南
側
を
流
れ
る
県
管
理
の

12
河
川
と
市
管
理
の
3
河
川
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
特
に
都
賀
川
は
今
年
度
中
の
設

置
を
め
ど
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
水
施
設
で
は
、「
川
で
安
全
に
遊
ぶ
た
め

の
注
意
事
項
」「
橋
の
下
で
の
雨
宿
り
は
危

険
」
な
ど
、
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
な
内

容
の
看
板
に
順
次
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
も
実

施
。
教
育
委
員
会
が
神
戸
の
地
形
や
気
象

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ま
と
め
た
小
中
学
校
向

け
の
防
災
教
育
の
教
材
を
作
成
し
、
昨
年

９
月
か
ら
随
時
、
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
都
賀
川
周
辺
の
自
主
防
災
組

織
に
呼
び
か
け
、
大
雨
警
報
が
出
た
と
き

の
パ
ト
ロ
ー
ル
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
崎
市
で
は
、
床
上
浸
水
の
被
害
を
受

け
た
被
災
者
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布
し
、

来
年
度
か
ら
は
、
ほ
か
の
市
民
に
も
一
部

自
己
負
担
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

一
、
二
級
河
川
だ
け
で
な
く
中
小
河
川
に

も
監
視
カ
メ
ラ
や
警
報
装
置
の
設
置
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上：入善町芦崎海岸では、離岸堤や消波ブロックが数
100mに渡って流され、砂地に散在した
下：護岸施設の復旧工事が終わり、整備された



2009年

　

愛
く
る
し
い
表
情
や
肌
触
り
の
良
さ
で
、

手
に
し
た
人
の
心
を
和
ま
せ
る
テ
デ
ィ
ベ

ア
。
１
９
０
２
年
の
誕
生
当
初
か
ら
、
単

な
る
お
も
ち
ゃ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
世

界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
奉
仕
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
３
年

に
設
立
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日

本
テ
デ
ィ
ベ
ア
協
会
も
、
ベ
ア
を
日
本
に

広
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ア
を
介
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
、

そ
の
主
旨
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
集
ま
っ

た
義
援
金
を
被
災
地
へ

中越沖地震の際、チャリティー
オークションに寄付されたテ
ディベア。左から、粕谷育代作、
（有）ビーンズ社提供

テディベア作家・
企業

日本テディベア協会

インターネットオークション

被災者・支援団体

　

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
え
ば
地
震
後
の

屋
内
の
片
付
け
、
水
害
後
の
泥
の
か
き
出
し
を
す

る
こ
と
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
が
、

家
具
の
固
定
や
住
宅
の
耐
震
化
の
お
手
伝
い
な
ど

の
平
素
の
備
え
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
や
募
金
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
る
復
旧
へ
の
支
援
、
被
災
地
の
産

品
を
購
入
す
る
こ
と
や
旅
行
も
復
興
の
支
援
に
つ

な
が
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
形
が
あ
り
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
三
つ
の
事
例
を
御
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
国
で
多
様
な
主
体
に
よ
る
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
被
災
地
に
お
け
る
活
動
だ
け
で
な
く
、

今
、
あ
な
た
が
い
る
場
所
で
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
ティ
ア
週
間

無償提供

義援金
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REPORT.1
日本テディベア協会

テディベアが
つなぐ支援の輪

日本テディベア協会は、チャリティーオーク
ションによる義援金の寄付や、ベア自体を贈
る遠方からの被災者支援に力を入れています。



　

協
会
が
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
た
の
は
、
１
９
９
５
年
の
こ
と
。
協

会
員
が
ア
メ
リ
カ
在
住
の
テ
デ
ィ
ベ
ア
コ

レ
ク
タ
ー
、
リ
ン
ダ
・
マ
リ
ン
ズ
さ
ん
の

元
を
訪
れ
た
直
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
発
生
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
被
災

者
を
何
か
の
形
で
支
援
で
き
な
い
か―

―

。

そ
ん
な
一
報
が
、
リ
ン
ダ
さ
ん
か
ら
日
本

テ
デ
ィ
ベ
ア
協
会
に
入
っ
た
の
は
、
震
災

発
生
か
ら
す
ぐ
。
そ
こ
で
協
議
さ
れ
た
の

が
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か

け
て
、
そ
の
義
援
金
を
被
災
地
に
送
る
と

い
う
案
だ
っ
た
の
で
す
。世
界
中
の
テ
デ
ィ

ベ
ア
作
家
に
呼
び
か
け
て
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
に
か
け
る
ベ
ア
を
集
め
た
の
は
リ
ン
ダ

さ
ん
。
そ
し
て
集
ま
っ
た
ベ
ア
を
、
日
本

テ
デ
ィ
ベ
ア
協
会
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出

品
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
出
品
さ
れ
た
ベ

ア
は
９
９
体
、
落
札
総
額
は
２
２
０
０
万

円
。
こ
れ
が
全
額
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
被

災
者
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
た
医
師
団
体

「
日
本
小
児
精
神
医
学
研
究
会
」
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
５
年
の

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
発
生
の
際
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
切
り

変
え
て
、
協
会
独
自
で
義
援
金
を
収
集
。

２
０
０
７
年
に
は
中
越
沖
地
震
の
被
災
者

支
援
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

行
う
な
ど
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ベ
ア
の〝
癒
し
〞効
果
が

被
災
者
の
支
え
に

　

日
本
テ
デ
ィ
ベ
ア
協
会
で
は
、
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
得
た
義
援
金
を
被
災
地
に
送
る

以
外
に
、
ベ
ア
自
体
を
被
災
者
に
寄
付
す

る
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
始
ま
り
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
。
発
生
か
ら
５
カ
月
後
、
被
災
し
た
子

ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
よ
う
と
、
２
０
０

体
も
の
ベ
ア
が
、
震
災
の
中
心
地
で
あ
る

神
戸
市
長
田
区
の
保
育
園
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
場
に
立
ち
会
っ
た
日
本
テ
デ
ィ

ベ
ア
協
会
の
内
田
陽
雄
さ
ん
は
、「
最
初

は
は
に
か
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ベ

ア
を
手
に
し
始
め
る
と
表
情
が
一
変
し
て
、

パ
ー
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
ん
で
す
。
こ
の

時
、
ベ
ア
が
癒
し
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

ま
し
た
」。
こ
れ
に
は
、
同
行
し
て
い
た
日

本
小
児
精
神
医
学
研
究
会
の
医
師
も
驚
い

た
と
言
い
ま
す
。
た
だ
、
ベ
ア
を
寄
付
す

る
に
は
問
題
も
出
て
き
ま
し
た
。
病
院
に

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
寄
付
す
る

場
合
、
生
地
か
ら
発
生
す
る
ダ
ニ
や
感
染

症
が
心
配
な
た
め
、
直
接
子
ど
も
た
ち
の

手
元
に
は
届
け
ら
れ
ず
、
応
接
間
な
ど
に

飾
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
協
力

を
あ
お
い
だ
の
が
、
日
本
小
児
精
神
医
学

光触媒素材の生地は、白一色から始まり、テディベア
らしい薄い茶色のものも開発された。吉川照美作

筑波大学付属病院で手渡された、光触
媒素材のテディベア。作家が一つひとつ
手作りした、愛嬌のある顔立ちが特徴。

「災害発生直後に必要なのは、
食べ物など生活必需品。そのた
め、まずはベアをお金に換えて
寄付します。それが一段落して
から、傷ついた人たちの心をベ
アで癒すといった支援が役立つ
と考えています。私たちなりの
社会貢献ですが、これからもで
きる範囲で続けていきたい」

無理せず長く続ける
ことが私たちの
ボランティアです

日
本
テ
デ
ィ
ベ
ア
協
会

専
務
理
事

内
田
陽
雄
さ
ん

研
究
会
に
所
属
す
る
、
筑
波

大
学
付
属
病
院
の
宮
本
信
也

医
師
。
ベ
ア
が
入
院
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
ん
な

良
い
効
果
を
も
た
ら
す
の
か

研
究
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

材
質
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
０
４
年
に
抗
菌
・
殺
菌
効

果
の
あ
る
光
触
媒
素
材
を
使
っ
た
テ
デ
ィ

ベ
ア
が
完
成
。
問
題
が
ク
リ
ア
し
た
こ
と

で
、
２
０
０
７
年
に
、
筑
波
大
学
付
属
病

院
の
小
児
科
で
、本
格
的
な
寄
付
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
被
災
者
や
入
院
患
者
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
に
抱
い
て
も
ら
っ
て
、

不
安
な
気
持
ち
を
少
し
で
も
和
ら
げ
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
内
田
さ
ん
は
ベ
ア
に
思

い
を
託
し
て
い
ま
す
。

写真提供：日本テディベア協会19



　

高
級
ホ
テ
ル
の
料
理
長
、
有
名
寿
司
職

人
、
人
気
パ
テ
ィ
シ
エ
、
行
列
の
で
き
る

ラ
ー
メ
ン
店
の
オ
ー
ナ
ー
な
ど
が
被
災
地

を
訪
れ
、
そ
の
場
で
仕
上
げ
、
盛
り
付
け

を
し
て
振
る
舞
う
活
動
を
続
け
て
い
る
の

が
、「
料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」。
平
成

16
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
で
、

「
被
災
者
の
た
め
に
、
料
理
界
で
も
何
か

で
き
な
い
か
？
」
と
、
旧
知
の
間
柄
で
あ

る
料
理
評
論
家
の
山
本
益
博
さ
ん
と
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
株

式
会
社
ギ
リ
ー
代
表
の
渡
辺
幸
裕
さ
ん
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
に
一
流

料
理
人
た
ち
が
共
感
し
、
一
行
は
新
潟
県

越
後
川
口
町
と
長
岡
市
へ
。
会
場
に
い
す

と
テ
ー
ブ
ル
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
被
災

者
に
「
炊
き
出
し
」
で
は
な
く
、「
料
理
」

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
継
続
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
、正
式
に
会
を
発
足
。

平
成
19
年
に
は
能
登
半
島
地
震
、
平
成
20

年
に
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
災
地
も
訪

れ
ま
し
た
。

　
「
料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
の
特
徴

は
、
地
震
発
生
直
後
で
は
な
く
、
数
カ
月

後
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
。
報
道
さ
れ
な

く
な
っ
た
頃
に
被
災
地
を
訪
れ
て
、
被
災

地
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

前
菜
、
主
菜
、
デ
ザ
ー
ト
を
揃
え
て
楽
し

い
食
事
を
演
出
し
、
一

流
料
理
人
た
ち
に
よ
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー

が
作
ら
れ
る
こ
と
。
例

え
ば
、
２
軒
の
ラ
ー
メ

ン
店
が
共
同
で
作
っ
た

ス
ー
プ
や
、
５
軒
の
ホ

テ
ル
で
別
々
に
作
ら
れ

た
ブ
イ
ヤ
ベ
ー
ス
を
持

ち
寄
っ
て
作
っ
た
ブ
イ

ヤ
ベ
ー
ス
ご
飯
な
ど
。

さ
ま
ざ
ま
な
有
名
店
の

デ
ザ
ー
ト
が
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
並
ぶ
の
も
、
他

で
は
な
い
機
会
で
す
。

 

「
み
ん
な
の
善
意
だ
け

で
実
現
し
て
い
る
活
動

で
す
。『
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
、
元
気
を

出
し
て
く
だ
さ
い
』
を

合
い
言
葉
に
被
災
地
へ
行
き
ま
す
が
、
実

際
は
自
分
た
ち
が
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
っ

て
く
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
話
す
の
は
、
会

の
運
営
を
担
っ
て
い
る
渡
辺
さ
ん
。
料
理

に
満
足
し
た
子
ど
も
に
「
大
き
く
な
っ
た

ら
コ
ッ
ク
に
な
り
た
い
」と
言
わ
れ
た
り
、

仮
設
住
宅
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
お
年
寄

り
が
外
に
出
て
き
て
く
れ
た
り
と
、
心
温

ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
尽
き
ま
せ
ん
。

輪島市では、70人の料理人と60人の応援
者が約 500人をもてなした

　
「
料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
は
、
被

災
地
の
状
況
を
伝
え
つ
つ
、
活
動
資
金
を

集
め
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
行
っ
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
盛
ん
な
慈
善
活
動
で
す 

が
、「
社
会
的
な
影
響
を
持
つ
人
た
ち
を

巻
き
込
ん
で
、
日
本
に
足
り
な
い
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
渡
辺
さ
ん
。

　
「
何
か
あ
っ
た
ら
行
動
す
る
」
と
い
う

使
命
感
で
つ
な
が
っ
た
料
理
界
の
ネ
ッ
ト

運営規模が最も大きかった柏崎。コックコートのシェ
フにサービスされ、子どもたちも大満足

20

REPORT.2
料理ボランティアの会

被災地を料理で
支える一流の腕

「被災者」ではなく「お客様」へ……
料理人の姿勢と誇りをもって、
活動を重ねている人たちがいます。

「
炊
き
出
し
」
で
は
な
く

「
料
理
」
を
振
る
舞
う

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て

元
気
を
出
し
て
！



これまでの活動と料理
平成17年2月20日
「料理ボランティア活動」
新潟県越後川口町

川口中学校の体育館で、カレーライスやラーメンなど日
本人になじみのある料理で構成。初めての活動という
こともあり、スタッフにはどことなく緊張感が。

●この日のメニュー
カレーライス、カツサンド、スープ、ラーメン、
ロール・ピッツァ、シュークリーム、ショコラ・ショー

平成17年4月4日
「料理ボランティア活動」
新潟県長岡市

2回目からは寿司職人も参加。そのほか、寒さが残る
季節を考えた温かいポトフや、各有名店のショートケー
キも用意され、彩り豊かなメニューに。

●この日のメニュー
ポトフ、ちらし寿司、ショートケーキ、
ショコラ・ショー

平成19年2月20日
「新潟ボランティア料理を賞味する会」
東京都・ホテルメトロポリタンエドモンド
長岡市でのメニューを再現し、あえて簡易食器で提供し
たチャリティー。200人が参加し、開催直後に発生し
た能登半島地震での活動資金を調達できた。

平成19年7月8日
「料理ボランティア活動」
石川県輪島市

2カ所の被災地を訪問。石川県産の食材を使ったロー
ストビーフ丼は、高齢者にも食べやすい柔らかさ。江戸
前のにぎり寿司を初めて食べたと感激した人もいた。

●この日のメニュー
ローストビーフ丼、にぎり寿司、チョコレートケーキ、
バニラ・アイス、マンゴ・ブリオッシュ

平成19年9月5日
「輪島ボランティア料理を賞味する会」
東京都・帝国ホテル
輪島市で提供したメニューを再現したチャリティー。2
部に分けて行われ、合計400人が参加。チャリティー
オークションでは、輪島塗や輪島の塩も販売した。

平成20年5月25日
「料理ボランティア活動」
新潟県柏崎市

総勢120人が参加し、1400人もの柏崎市民が訪れた。
新潟県産の海産物や柏崎産の米を使用したブイヤベー
スご飯は、風評被害をぬぐうことに配慮した逸品。

●この日のメニュー
ブイヤベースご飯、シュークリーム、ショコラ・ショー、
寿司、ラーメン

平成20年6月20日
「チャリティーの会」
東京都・ホテルオークラ
柏崎市で提供したメニューを再現して行われたチャリ
ティー。ブイヤベースご飯などが振る舞われた。

会場の手配や保健所への申
請など、裏方の仕事を引き
受けている渡辺さん

「料理は、作る人と食べる人とのコミュニ
ケーションが大切なので、料理人だからこ
そできる被災地でのお手伝いがある、と
思いました。ただ、料理人は一匹狼な上に、
異なるジャンルの付き合いがない。そこで、
僕がみんなのまとめ役をかってでたわけで
す。ボランティアは、自分ができる範囲の
ことを、自然体でするのが一番。今後は、
同じような活動が他のエリアでも生まれれ
ば、と思います。自分たちの会が、そのきっ
かけになるとうれしいですね」

代
表山本

益
博
さ
ん

の
想
い

「能登のときは、独自で下調べに行きまし
た。料理基地からの所要時間、機材の動
力源、仮設住宅の向きやトイレの位置など
の見取り図も書いたんです。当日、こちら
が右往左往しては、せっかくのもてなしが
台無しですから。とにかく、お客さまにお
いしいお菓子を食べてもらいたいので、問
題点は徐々に解決しています。大勢のシェ
フと被災者の方が同じ時間を共有できる感
動は、みんなが抱いています。この経験は、
また違った形の活動を生むと思いますよ」

パテ
ィ
シエチ
ー
ム
元
代
表

稲
村
省
三
さ
ん

の
想
い

ワ
ー
ク
。「
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
う
れ
し
さ
と
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
た

ち
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
、
今
後
も
途
切
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「料理ボランティアの会」公式サイト

http://www.gillie.co.jp/rv/index.html21



　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口
か
ら
徒
歩
5
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
工
学
院
大
学
は
、
首
都
直
下

地
震
な
ど
に
備
え
、「
学
生
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
」
と
、「
学
校
が
地
域
の
防
災

拠
点
と
し
て
、
普
段
か
ら
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
」
が
学
生
の
安
心
に
繋
が
る
と
考

え
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
20
年
に
は
、「『
い
の
ち・つ
な
ぐ・

ち
か
ら
│
学
生
連
携
型
地
域
防
災
拠
点
の

構
築
│
』」
が
文
部
科
学
省
の
学
生
支
援

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り

Ｇ
Ｐ
に
選
定
さ
れ
た
（
※
）。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
災
害
時
の
情

報
収
集
、
救
援
・
救
護
な
ど
の
研
修
や
訓

練
を
重
ね
、
地
域
の
防
災
活
動
に
役
立
て

る
よ
う
備
え
て
い
る
。

　

東
京
都
で
は
、
首
都
直
下
地
震
が
発
生

し
た
際
、
新
宿
駅
周
辺
に
約
16
万
７
０
０ 

０
人
の
滞
留
者
、
約
9
万
人
の
帰
宅
困
難

者
が
発
生
す
る
と
推
測
し
て
い
る
。
新
宿

区
で
は
、
平
成
20
年
1
月
25
日
と
10
月
22

日
、
東
京
都
の
重
点
事
業
で
あ
る
駅
周
辺

滞
留
者
対
策
と
し
て
、「
新
宿
駅
周
辺
滞

留
者
対
策
訓
練
」
を
行
っ
た
。

　

訓
練
に
は
、
自
治
体
や
地
域
の
事
業
者

な
ど
が
参
加
。
工
学
院
大
学
に
は
新
宿
駅

西
口
地
域
本
部
が
設
置
さ
れ
、
災
害
情
報

受
発
信
訓
練
、
超
高
層
ビ
ル
の
発
災
対
応

型
訓
練
・
傷
病
者
対
応
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
仮
設
ト
イ
レ

な
ど
の
設
置
、
傷
病
者
の
介
護
や
軽
傷
者

の
誘
導
、ト
リ
ア
ー
ジ
な
ど
を
実
施
。ま
た
、

携
帯
電
話
な
ど
を
利
用
し
た
、
広
域
帰
宅

支
援
情
報
の
収
集
・
発
信
を
行
い
、
新
宿

駅
周
辺
か
ら
の
情
報
を
、
後
方
支
援
施
設

で
あ
る
工
学
院
大
学
・
八
王
子
キ
ャ
ン
パ

ス
の
学
生
が
取
り
ま
と
め
、
長
距
離
無
線

L
A
N
で
受
発
信
す
る
試
験
も
行
っ
た
。

　

新
宿
区
区
長
室
危
機
管
理
課
の
藤
林
文

男
さ
ん
は
、「
地
区
内
の
大
学
や
学
生
が
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
く
れ
る
の

は
珍
し
い
し
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
、
協
働
に
感
謝
を
表
し
た
。

　

工
学
院
大
学
で
新
宿
駅
周
辺
滞
留
者
対

策
訓
練
を
担
当
し
た
久
田
嘉
章
教
授
は
、

「
東
京
D
M
A
T
や
東
京
医
科
大
学
病
院

を
含
め
た
ト
リ
ア
ー
ジ
を
体
験
し
、
学
生

間
の
認
知
も
高
ま
り
ま
し
た
。
防
災
活
動

新
宿
駅
前
滞
留
者

対
策
訓
練
を
実
施

大
学
や
地
域
な
ど
の
継
続

的
な
取
り
組
み
が
必
要

工学院大学1階ロビーでトリアージを訓練体験する学生ボランティア。運搬
役だけでなく傷病者役も行う

JR 新宿駅構内から、鉄道事業者や百貨店、ホテルなど地域の事業者が、多
くの滞留者を広域避難場所へ誘導する訓練。

※独立行政法人日本学生支援機構 平成２０年度版事例集 工学院大学「いのち・つなぐ・ちから　̶学生連携型地域防災拠点の構築̶」
http://www.jasso.go.jp/gakuseisien_gp/documents/jireih20_010.pdf 22

REPORT.3
新宿区・工学院大学
学生がボランティアとして

主体的に参加

新宿駅周辺滞留者対策訓練
工学院大学は、学生に防災ボランティア活動
のきっかけを提供。平成20年には、新宿駅
前滞留者対策訓練に参加した。



鉄道事業者や病院、百貨店などの企業の従業員も、
徒歩帰宅者に向けての情報を入力し、発信する

学生ボランティアなどから寄せられる交通情報などを、西口対策本部
でまとめることで、ほかの帰宅支援施設でも同じ情報が見られる

約15 万1200人が避難できる新宿御苑。ここで数多く
の被災者が、帰宅支援情報を受け取る

は
、
大
学
や
地
域
と
い
っ
た
、
継
続
的
に

続
け
ら
れ
る
基
盤
が
必
要
で
す
。
地
域
の

共
同
体
と
し
て
、
今
後
も
新
宿
区
と
協
働

し
て
い
き
た
い
」
と
、
語
っ
て
い
る
。

新
宿
駅

新
宿
駅
東
口

新
宿
駅
西
口

東口滞留者の流れ

広域避難場所
新宿御苑
15万1200人

収容

新
宿
中
央
公
園

２
万
５
７
０
０
人
収
容

目や耳が不自由な、要援護
者支援体験をする学生

地区内残留地区・西新宿

西口滞留者の
流れ

約16万7000人の
滞留者

電車がストップ

高層ビル群

広域避難場所

資料提供：新宿区、工学院大学　撮影：坂本政十賜 23

「2007年より行っている地域
の防災マップづくりでは、学生
が積極的に町へ入っていきま
す。学内にいると受け身になり
がちですが、地域の住民の方
と話すことで、自発的に取り組
んでいけますし、地域の方に、
学生を認識してもらうこともで
きます」と、防災の面で成果
が上がったこと以外に、学生の
自発性の向上も見られていると
語った。

工学院大学 工学部 
建築学科 教授

久田嘉章さん

新宿駅周辺滞留者対策は、駅前の混乱を防ぐため、西口
の滞留者は新宿中央公園へ、東口の滞留者は新宿御苑
へと、地域の事業者らが協働で誘導を行う。訓練では、
新宿駅から各広域避難所へと誘導が行われた。

新宿駅周辺滞留者対策



地震、津波、風水害……さまざまな災害を実際に体験した方に、
「もし、一日前に戻れたら何をしますか？」と訊ねたのが、「一日前プロジェクト」。被災者の声は、

私たちにいろいろなことを教えてくれます。今月のテーマは『宮城県北部地震（平成15年7月26日）その1 発災』です。

私たち（被災者）から皆さんに伝えたいこと

http://www.bousai.go.jp/km/imp/
被災者の実体験を聞くことができる『一日前プロジェクト』は左記HPでも見ることがで

きます。家庭はもちろん、地域や職場など、さまざまな話が掲載されていますので、企業

の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

おっかねがったね（怖かったね）、ほんと

うに。夜中の地震のときは、座敷に置いて

あったタンスが2つひっくり返りました。　

それから4段になっている戸棚の戸が外れて

中のものが落ちました。男手がないのを心

配して来てくれたおいっ子が、かたづけを手

伝って帰っていったのが午前4時半ごろでし

た。私は、「まだ早いから、少し寝るか」って、

寝たんです。朝いつもどおりに起きてご飯の

支度が終わって、「お母さん、起きたらどう」

と言っていたら、もっと強い地震が来たんで

す。母が起きた途端に、ベッドの上に、タン

スが両側から倒れこみました。知らずに寝て

いたら、つぶされて亡くなっていたかもしれま

せん。

とにかくものすごい揺れで、茶の間のガラ

ス戸や網戸が全部外れて吹っ飛び、道に散

乱しました。網戸が玄関わきの柱にぶつかっ

てひっくり返ったせいか、網戸の真ん中を柱

がつきささっている異様な写真が残っていま

す。結局、二階の座敷も下に落ちたし、部

屋の中もめちゃくちゃになってしまって、家を

建て直さなければなりませんでした。たんぼ

を埋め立てたところに建っていたから、よけ

い揺れたんだろうと思います。

おっかねがった 
－二階の座敷も下に落ちた－

（東松島市 80 代 女性）

テレビも吹っ飛ぶぐらいの揺れだったから、

台所の冷蔵庫も流しに倒れかかって、中のも

のがどんと出ていました。

それから、流し台の上に上げていた梅酒と

かマムシ酒とかが入ったガラスの容器も全部

落ちて、床一面が水浸しになりました。

とにかくどこから手をつけていいのかわか

らないほどの状況でしたが、一番困ったのが

「におい」です。お酒やら食べ物やらいろん

なものが混じったにおいは、口であらわせな

いくらいすごくて、息をするのもやっとでした。

せっかく作ったお酒がなくなってしまったの

はちょっぴり残念でしたが、家族がケガをし

なかったので、ホッと胸をなでおろしました。

あれからはもう、重たいものを上に置くことは

やめました。

梅酒、マムシ酒も上からガシャン
－重いものは高いところに

おかないようにしました－  
（石巻市 50 代 男性）

地震でびっくりして飛び起きて、とにかく

ケガをさせないようにしなきゃと思い、孫を

抱きかかえて、わきによけたすぐ後に天井の

蛍光灯が落ちてきたの。まさに間一髪。

で、寝室から居間のほうに行こうと思って、

ドアをあけようとしたら開かなくて、何で開か

ないのかと思って、それこそ思いっきり押し

たら、台所のものが全部倒れていて、それで

開かなかったんですよ。

やっとその上をこえて居間に行ったら、2

段重ねの和ダンスの上だけ、2段目がテーブ

ルを越えて、2mぐらい吹っ飛んでいました。

もうテレビは倒れる、人形ケースは割れる、

本棚は倒れるで、足の踏み場もないほどでし

た。

転倒防止器具をつけていた家具だけは倒

れなかったので、やっぱり全部にやっておけ

ば良かったなと思いました。

やっぱりやっておけば良かったな
－転倒防止した家具だけは倒れず－  
（東松島市　60 代　女性）

もし、1日前に戻 れたら…
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あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
！

防
災
、
災
害
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
ま
で
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
家
が
、
て
い
ね
い
に
お
答
え
し
ま
す
。

〒
1
0
0-

8
9
6
9 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-

2-  
2

中
央
合
同
庁
舎
第
5
号
館
3
階

内
閣
府
（
防
災
担
当
）　

防
災
Q
&
A
係 

ま
で

０
３-

３
５
８
１-

８
９
３
３
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

info@
kouhou-bousai.jp

地
震
が
起
こ
る
と
P
波
と

S
波
と
い
う
2
つ
の
波
が

発
生
し
て
揺
れ
が
伝
わ
り

ま
す
。
P
波
は
ス
ピ
ー
ド

が
速
い
の
で
す
が
揺
れ
は
弱
く
、
S
波
は

P
波
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
の
で
す
が
揺

れ
が
強
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
被
害

を
起
こ
す
よ
う
な
揺
れ
は
、
主
に
S
波
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
速
報
は
、
P
波
を
ど

こ
か
の
観
測
点
で
と
ら
え
た
段
階
で
、
地
域

ご
と
の
S
波
が
到
達
す
る
時
間
と
震
度
を

予
測
し
て
発
表
す
る
も
の
で
す
。

Q  

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
地
震
の
「
予
知

情
報
」
と
は
違
う
の
で
す
か
？

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
「
予
知
情
報
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
予
知
情
報
」
は
地
震
が

発
生
す
る
前
に
発
表
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
実
際
に
地
震
が
発

生
し
て
、
は
じ
め
て
発
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
速
報
を
受
け
取
っ
て
か
ら

地
震
の
揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で
に
、
何
秒
・

何
十
秒
と
い
う
わ
ず
か
な
時
間
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

Q　

こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
な
地
震
で
も
、

事
前
に
揺
れ
の
来
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

る
の
で
す
か
？

　

こ
の
速
報
は
、
地
震
に
よ
っ
て
は
発
表
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
震
源
が

近
い
場
合
な
ど
で
は
、
こ
の
速
報
を
受
け
取

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、「
緊
急
地
震
速
報
」
が
間
に
合
わ

な
い
よ
う
な
「
不
意
打
ち
」
で
揺
れ
が
来
る

ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
被
害
を
軽
減
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
特
に
不
特
定
多
数
の
人
々
が

利
用
す
る
施
設
で
は
、「
緊
急
地
震
速
報
」

が
伝
わ
っ
た
場
合
に
具
体
的
に
ど
ん
な
対

応
・
姿
勢
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
を
明
示
す
る

な
ど
し
て
、
利
用
者
の
不
安
や
懸
念
を
少
な

く
す
る
工
夫
も
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

「
緊
急
地
震
速
報
の
伝
達
」
と
「
受
け
手
の

対
応
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て
考
え
、
具
体
的
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

な
か
も
り
・
ひ
ろ
み
ち
●
専
門
は
災
害
社
会
学
、
社

会
情
報
論
。
調
査
な
ど
を
も
と
に
、
災
害
に
関
す
る

人
々
の
意
識
や
対
応
、
災
害
情
報
の
適
正
化
な
ど
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

日
本
大
学
文
理
学
部
社
会
学
科
教
授

中
森
広
道

る
前
に
地
震
の
揺
れ
が
到
達
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、以
前
と
同
じ
よ
う
に
「
不

意
打
ち
」
の
形
で
揺
れ
が
来
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
夜
中
な
ど
寝
て
い
る
人
々

が
多
い
時
間
で
は
、
仮
に
揺
れ
が
来
る
前
に

「
緊
急
地
震
速
報
」
が
伝
達
さ
れ
た
と
し
て

も
、
こ
の
速
報
を
活
か
す
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。

Q  

「
緊
急
地
震
速
報
」
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
で

す
か
？

　

こ
の
速
報
を
受
け
取
っ
た
ら
、「
火
を
消

す
」
や
「
机
の
下
に
も
ぐ
る
」
と
い
っ
た
「
地

震
時
の
心
得
」
を
、
ま
ず
実
行
す
る
こ
と
で

と
で
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、「
緊
急
地

震
速
報
」
が
発
表
さ
れ
て
も
地
震
自
体
を
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
建
物
の
耐
震
化
・

家
具
の
固
定
・
ガ
ラ
ス
な
ど
の
飛
散
防
止
と

い
っ
た
地
震
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
限

ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
か
し
て
、
よ
り
確

実
に
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
は
実

際
に
揺
れ
を
感
じ
て
か
ら
行
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、「
緊
急
地
震
速
報
」
に
よ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
揺
れ
に
翻
弄
さ
れ

な
い
状
態
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

次
に
、
日
頃
の
地
震
対
策
を
徹
底
す
る
こ

イラスト：井塚 剛

 防災Q＆A
「緊急地震速報」とは、
どんな情報ですか？
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平成 20 年12月12日、総理官邸において、麻生内閣で初となる中央防災会議が開催されました。

中央防災会議を開催

防災の動き
このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する

府省庁からのお知らせや、公共団体・企業・NPOの
防災活動などをお届けします。

継
続
計
画
の
策
定
状
況
」、「
中
部
圏
・
近
畿
圏
の

内
陸
地
震
に
関
す
る
報
告
（
東
南
海
、
南
海
地

震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
）」
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
の
う
ち
、「『
首
都
直
下
地
震
応

急
対
策
活
動
要
領
』
に
基
づ
く
具
体
的
な
活
動

内
容
に
係
る
計
画
」
は
、
首
都
直
下
地
震
の
被
害

想
定
に
基
づ
き
、救
助
な
ど
の
応
援
部
隊
の
派
遣
、

物
資
調
達
、
広
域
医
療
搬
送
な
ど
に
関
す
る
活

動
内
容
を
定
め
た
も
の
で
、
中
央
防
災
会
議
前
日

に
開
催
さ
れ
た
中
央
防
災
会
議
幹
事
会
で
申
し

合
わ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
首
都
直
下
地
震
発
災
時
の
各
省
庁
の

機
能
継
続
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
、「
中
央
省

庁
業
務
継
続
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
６
月
の
中
央
防
災
会
議
に
お

け
る
総
理
大
臣
の
指
示
を
受
け
、
そ

の
後
１
年
程
度
を
目
途
に
策
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
般
全

て
の
中
央
省
庁
に
お
い
て
計
画
の
策
定

を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
中
央
防
災
会

議
に
そ
の
旨
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各

省
庁
で
は
、
応
急
対
策
業
務
や
継
続

の
優
先
度
が
高
い
通
常
業
務
を
「
非

常
時
優
先
業
務
」
と
し
て
計
画
に
位

置
づ
け
、
具
体
的
な
対
応
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
計
画

内
容
の
さ
ら
な
る
改
善
を
図
り
、
業

務
継
続
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

首
都
直
下
地
震
に
係
る
避
難
者
・

帰
宅
困
難
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
林

一
樹
首
都
直
下
地
震
避
難
対
策
等
専

門
調
査
会
座
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
（
首
都
直
下
地
震
避
難
対
策
等

専
門
調
査
会
報
告
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
P
28
、
29
を
参
照
）。

　

以
上
の
議
題
に
つ
い
て
決
定
・
承
認
さ
れ
た
の

ち
、
最
後
に
、
麻
生
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
閣
僚

に
対
し
て
、
会
議
で
決
定
し
た
地
震
防
災
戦
略
に

示
さ
れ
た
対
策
の
着
実
な
実
施
、
首
都
直
下
地
震

発
生
時
の
避
難
者
・
帰
宅
困
難
者
等
に
つ
い
て
の

対
策
の
検
討
、
各
省
庁
で
策
定
し
た
業
務
継
続

計
画
の
不
断
の
見
直
し
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ

う
、
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

Meeting

ア
ク
セ
ス

第
23
回
中
央
防
災
会
議
（
議
事
次
第
及
び

資
料
）
に
つ
い
て

h
ttp://w

w
w
.b
o
u
sa

i.g
o.jp

/chu
b
o
u
/

2
3
/in

d
e
x.h

tm
l

　

議
事
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
決
定
事
項
と
し
て

「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
の
地

震
防
災
戦
略
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
（
次
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
参
照
）。

　

次
に
、
承
認
事
項
と
し
て
、
前
回
の
中
央
防
災

会
議
以
降
、
会
長
専
決
し
た
事
項
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
や
７
月
末
の
富
山
県
及
び
石
川
県
に
お
け
る

豪
雨
に
つ
い
て
の
局
地
激
甚
災
害
へ
の
指
定
な
ど

が
案
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、「
首
都
直
下
地
震

避
難
対
策
等
専
門
調
査
会
報
告
」、「『
首
都
直
下

地
震
応
急
対
策
活
動
要
領
』
に
基
づ
く
具
体
的

な
活
動
内
容
に
係
る
計
画
」 

、「
中
央
省
庁
業
務

首都直下地震に係る避難者・帰宅困難者対策について説明を行う、中林座長

中央防災会議の様子
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日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
の
周
辺
で
は
大
き
な
地

震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
お
り
、
北
海
道
や
東
北

地
方
の
太
平
洋
側
で
は
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害

を
受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
央
防
災
会

議
の
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
の
周
辺
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程
度
以
上
の

大
き
な
地
震
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
８
つ
の

地
震
（
宮
城
県
沖
の
地
震
、三
陸
沖
北
部
の
地
震
、

十
勝
沖
・
釧
路
沖
の
地
震
、
根
室
沖
・
釧
路
沖
の

地
震
、
色
丹
島
沖
の
地
震
、
択
捉
島
沖
の
地
震
、

明
治
三
陸
タ
イ
プ
地
震
及
び
5
0
0
年
間
隔
地

震
）
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
震
が
発
生
し

た
場
合
の
建
物
被
害
、
人
的
被
害
や
経
済
被
害

等
の
被
害
想
定
を
行
い
、
平
成
18
年
1
月
に
公

表
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
想
定
さ
れ
る
被
害
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
12
月
12
日
の
中

央
防
災
会
議
に
お
い
て
、「
日
本
海
溝
・
千
島
海

Disaster Management 

NEWS

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の
地震防災戦略の策定について

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
の
地
震
防
災
戦
略
」
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
８
つ
の
地
震
を
対

象
と
し
て
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
の
10
年
間
に
、

こ
れ
ら
の
地
震
に
よ
る
揺
れ
ま
た
は
津
波
等
に

よ
る
死
者
数
を
4
〜
5
割
軽
減
、
経
済
被
害
額

を
1
/
4
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
減
災
目
標
と
し
、

こ
の
減
災
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
実

現
方
法
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。
図
が
そ
の
概
要

で
す
。

　

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
の
周
辺
で
発
生
す
る
海

溝
型
地
震
で
は
、
想
定
さ
れ
る
死
者
数
の
う
ち
津

波
に
よ
る
死
者
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
た
め
、
津

波
に
よ
る
死
者
数
を
減
ら
す
た
め
の
対
策
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
住
民
の
避
難
意
識
を

高
め
る
対
策
と
し
て
、
住
民
自
ら
が
津
波
の
危

険
性
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
津
波
防
災
対
策
が
必
要
な
全
市
町
村
に

お
い
て
策
定
す
る
こ
と
や
全
て
の
沿
岸
市
町
村
で

ア
ク
セ
ス
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津
波
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
津
波
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
海
岸
堤
防
等
の
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
的
被
害
、
経
済
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
、
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
率
を
平
成
27

年
ま
で
に
全
国
で
90
％（
平
成
15
年
推
計
値
75
％
）

に
引
き
上
げ
る
こ
と
等
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
政
府
、
地

方
公
共
団
体
が
連
携
し
て
対
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
防
災
担
当
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Earthquake

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の地震防災戦略について
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中央防災会議「首都直下地震避難対策等専門調査会」（座長 中林一樹 首都大学東京教授）では、首都直下地震発災時の
避難者・帰宅困難者等に係る対策について、約 2年にわたり検討を行い、平成 20年10月に専門調査会報告をとりまとめました。

本稿では、専門調査会報告に示された主な課題とその対策についてご紹介します。

首都直下地震避難対策等専門調査会報告の
概要について

Earthquake

ア
ク
セ
ス

※
専
門
調
査
会
報
告
等
の
資
料
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
頂

け
ま
す
。
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一
斉
帰
宅
の
抑
制

　

首
都
直
下
地
震
で
は
、
約
6
5
0
万
人
の

帰
宅
困
難
者
の
発
生
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

人
々
が
一
斉
に
徒
歩
帰
宅
を
開
始
し
た
場
合
、
満

員
電
車
並
み
の
混
雑
と
な
る
道
路
が
数
多
く
発

生
し
、
帰
宅
時
間
が
平
常
時
に
比
べ
て
大
幅
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
集
団
転
倒
等
の
危

険
や
応
急
対
策
活
動
へ
の
支
障
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
複
数
の
安
否
確
認
手
段
を
使
用
す

る
こ
と
の
必
要
性
や
、
家
族
間
で
複
数
の
安
否
確

認
手
段
の
使
用
順
位
等
を
決
め
て
お
く
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
周
知
・
広
報
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
否
確
認
を
迅
速
に
行
う
と
と
も
に
、「
む
や
み

に
移
動
を
開
始
し
な
い
」
と
い
う
基
本
原
則
を
周

知
・
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
斉
帰
宅
を
抑
制

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
専
門
調
査
会
で
の
検
討
に
お
い
て
実
施

し
た
帰
宅
行
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
翌

日
帰
宅
や
時
差
帰
宅
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
混

雑
が
大
き
く
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

（
図
3
）。
こ
の
た
め
、
企
業
等
に
お
い
て
翌
日
帰

宅
や
時
差
帰
宅
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

す
。

円
滑
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
の
支
援
、
滞
留
者
へ

の
対
応

　

円
滑
な
徒
歩
帰
宅
の
た
め
に
は
、
帰
宅
経
路
の

混
雑
状
況
等
の
情
報
を
適
切
に
把
握
し
提
供
す

る
こ
と
や
、
地
域
の
自
治
会
等
の
協
力
を
得
て
混

雑
箇
所
等
で
の
交
通
誘
導
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど

の
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
都
心
部
等
に
お
け
る
滞
留
者
や
徒
歩

帰
宅
者
へ
の
対
応
と
し
て
、
飲
料
水
、
ト
イ
レ
、

情
報
等
を
提
供
す
る
機
能
を
持
っ
た
帰
宅
困
難

者
等
支
援
広
場
や
一
時
滞
在
施
設
の
確
保
、
駅
周

辺
に
お
け
る
混
乱
防
止
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
な

ど
の
対
策
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

発
災
時
の
避
難
所
で
は
、
多
数
の
避
難
者
に
加

え
て
、
帰
宅
困
難
者
等
が
休
憩
や
ト
イ
レ
利
用
等

の
た
め
に
帰
宅
経
路
周
辺
の
避
難
所
に
集
ま
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
に
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
対
応
方
法
を
明
確
化

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
等
に
お
い
て
も
、
外
部
か
ら
避
難

者
、
帰
宅
困
難
者
等
が
訪
れ
た
場
合
の
対
応
方

針
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
き
、
事
業
継
続
計
画

（
B
C
P
）
等
に
記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

首
都
直
下
地
震
発
災
時
に
は
、
避
難
所
や
応

急
住
宅
の
不
足
、
一
斉
帰
宅
に
よ
る
混
乱
な
ど

様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
公
的
機
関
の
み

な
ら
ず
、
企
業
、
学
校
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の

国
民
が
連
携
・
協
働
し
た
取
組
を
進
め
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
す
べ
て
の
力
を
結
集
し
て
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

避
難
所
の
不
足
へ
の
対
応

　

首
都
直
下
地
震
で
は
、
発
災
1
日
後
に
約

4
6
0
万
人
の
避
難
所
生
活
者
が
発
生
す
る
と

見
込
ま
れ
て
お
り
、
被
害
が
大
き
い
地
域
を
中
心

に
避
難
所
が
大
幅
に
不
足
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
東
京
都
区
部
の
避
難
所
で
は
、

各
区
の
住
民
が
居
住
す
る
区
内
で
避
難
し
た
場

合
に
は
約
60
万
人
分
、
23
区
全
体
で
広
域
的
な

避
難
を
実
施
し
た
と
し
て
も
約
49
万
人
分
不
足

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

　

こ
の
た
め
、
応
急
危
険
度
判
定
等
の
迅
速
な
実

施
に
よ
る
自
宅
へ
の
早
期
復
帰
、
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
な
い
都
県
立
学
校
や
企
業
施
設
な
ど
の

公
的
施
設
・
民
間
施
設
の
活
用
、
地
方
公
共
団
体

の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
避
難
体
制
の
整
備
な
ど

の
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

応
急
住
宅
の
不
足
へ
の
対
応

　

1
都
3
県
で
約
1
6
2
万
戸
の
応
急
住
宅
需

要
が
想
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
発
災
6
ヶ
月 

後
の
供
給
可
能
量
は
、
応
急
仮
設
住
宅
12
万
戸
、

自
宅
の
応
急
修
理
31
万
戸
、
公
営
住
宅
0
・
2
万

戸
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
だ
け
で
は
需
要
を
満
た

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
民
間
賃
貸
住

宅
の
空
き
家
、
空
き
室
を
、
周
辺
県
も
含
め
て
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
需
要
を
満
た

す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
図
2
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
膨
大
な
応
急
住
宅
需
要
に
対
し

て
は
、
応
急
修
理
等
に
よ
る
自
宅
へ
の
早
期
復
帰
、

公
営
住
宅
の
利
用
や
応
急
仮
設
住
宅
の
早
期
提

供
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
家
・
空
き
室
の
活
用

な
ど
、
多
様
な
手
段
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

避
難
者
に
対
す
る
対
策

帰
宅
困
難
者
等
に
対
す
る
対
策

共
通
す
る
課
題
へ
の
対
応

お
わ
り
に
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1 ヶ月後

3ヶ月後

6ヶ月後

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110120130140150160170
供給量［万戸］

（東京湾北部地震、M7.3、冬 18 時発災、風速 15m/s のケース）

応急仮設住宅

応急修理 民間賃貸住宅

需要量
162 万戸

126

168

145

応急修理

応急仮設住宅

公営住宅等

民間賃貸住宅
（1都 3県）

民間賃貸住宅
（周辺県）

①基本

⑨1/3 翌日帰宅

⑩1/2 翌日帰宅

94 万人

52 万人

0％ 10％ 20％ 30％

201 万人

①基本

⑭時差帰宅
（3時間）

⑭時差帰宅
（6時間）

159 万人

131 万人

0％ 10％ 20％ 30％

201 万人

満員電車状態の
道路上滞在時間

10時間超
5～10 時間
3～5時間
1～3時間

（一定割合を翌日に帰宅させた場合）

（時差帰宅させた場合）

図1　東京都の区市町村別の避難所収容数の不足状況

図3　翌日帰宅、時差帰宅による混雑緩和の効果

図2　応急住宅の需要量と供給可能量の推計

（東京湾北部地震、M7.3、冬18 時発災、風速15m/sのケース）
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中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」（座長：土岐 憲三 立命館大学教授）では、
中部圏・近畿圏における内陸直下で発生する地震への防災対策について検討を進めてきました。

これまで、想定される震度や被害想定結果を公表してきましたが※、それらを踏まえた被害軽減対策について検討を重ね、
このたび、「中部圏・近畿圏の内陸地震に関する報告」としてとりまとめ、平成 20年12月5日に公表しました。

同報告で提言されている被害軽減対策の主な内容は次のとおりです。

中部圏・近畿圏の内陸地震に関する報告

Earthquake

主
な
被
害
軽
減
対
策

1
．
膨
大
な
被
害
へ
の
対
応

　

膨
大
な
人
的
・
物
的
被
害
の
発
生
が
予
測

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
築
物
の
耐
震
化
、

火
災
対
策
等
の
予
防
対
策
、
救
助
・
救
命
体

制
の
充
実
等
の
応
急
対
策
、
災
害
後
の
復
旧
・

復
興
対
策
、
避
難
者
・
帰
宅
困
難
者
等
へ
の

対
策
等
の
備
え
を
計
画
的
・
戦
略
的
に
進
め
、

地
震
に
強
い
ま
ち
の
形
成
を
図
る
。

2
．
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
防
災
対
策
の

推
進

　

近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
大
都
市
部
で
は
、

木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
集
積
度
が
高
い
場

所
が
多
く
、
特
に
大
阪
市
内
は
、
耐
震
性
の

低
い
古
い
木
造
住
宅
の
密
集
度
が
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
揺
れ
や
火
災
に
よ
る
建

物
被
害
、
人
的
被
害
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
市
街
地
の
再
開
発
や
土
地
区
画
整
理

事
業
等
に
よ
る
面
的
整
備
、
沿
道
建
築
物
の

重
点
的
な
不
燃
化
等
を
進
め
る
。

3
．
文
化
遺
産
の
被
害
軽
減

　

地
震
に
よ
り
多
く
の
文
化
遺
産
が
被
災
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
文
化

遺
産
を
守
る
た
め
、
文
化
遺
産
の
耐
震
化
や

消
火
設
備
等
の
整
備
に
加
え
、
周
辺
か
ら
の

延
焼
に
よ
る
焼
失
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
全
体

の
防
災
力
向
上
を
目
指
す
。

4
．
地
下
街
、
高
層
ビ
ル
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

等
の
安
全
確
保

　

名
古
屋
や
大
阪
の
中
心
市
街
地
に
分
布
す

る
大
規
模
な
地
下
街
、
高
層
ビ
ル
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
等
で
は
、
膨
大
な
数
の
人
が
滞
留
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
被
害
に
伴
う
多
数

の
死
傷
者
や
パ
ニ
ッ
ク
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

施
設
の
耐
震
化
、
出
火
防
止
対
策
、
落
下
物

防
止
対
策
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
揺
れ
に
よ

る
破
損
や
停
電
等
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
内
の

閉
じ
込
め
事
故
等
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
震
時
管
制
運
転
装
置
の
設
置
の

義
務
化
や
緊
急
地
震
速
報
を
利
用
し
た
地
震

時
管
制
運
転
装
置
の
活
用
の
検
討
等
の
エ
レ

ベ
ー
タ
の
安
全
対
策
を
推
進
す
る
。

5
．
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
安
全
確
保

　

中
部
圏
・
近
畿
圏
の
湾
岸
地
域
に
は
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
く
分
布
し
、
地
震
時
に

海
岸
や
河
川
の
堤
防
等
が
損
壊
し
て
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、
断
層

付
近
で
は
地
盤
が
変
位
す
る
こ
と
に
よ
り
、

場
所
に
よ
っ
て
は
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
堤
防
等

の
耐
震
点
検
を
進
め
耐
震
化
を
図
る
と
と
も

に
、水
防
体
制
の
強
化
を
促
進
し
、公
的
施
設
、

民
間
ビ
ル
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
避
難
対
象

施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
施
設
利
用
に

関
す
る
管
理
者
と
の
協
定
締
結
を
推
進
す
る
。

6
．
大
阪
湾
、伊
勢
湾
に
集
積
す
る
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
地
域
及
び
周
辺
の
安
全
確
保

　

地
震
に
よ
り
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
に

お
い
て
危
険
物
の
漏
洩
や
火
災
等
が
生
じ
た

場
合
、
周
辺
市
街
地
へ
の
被
害
波
及
や
環
境

汚
染
等
の
問
題
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
危
険
度
に
関
す
る
情
報
開
示
、
危

険
が
察
知
さ
れ
た
と
き
の
施
設
関
係
者
や
周

辺
市
街
地
の
居
住
者
や
鉄
道
、
自
動
車
等
に

よ
る
移
動
者
等
に
対
す
る
避
難
勧
告
等
や
誘

導
が
的
確
に
行
わ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
。

7
．
中
山
間
地
等
に
お
け
る
孤
立
危
険
性
の

高
い
集
落
へ
の
対
応

　

地
震
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
の
多
く
の
集

落
が
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

衛
星
携
帯
電
話
等
の
通
信
手
段
の
確
保
、
水
・

食
料
等
の
備
蓄
の
促
進
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離

着
陸
適
地
の
確
保
等
を
進
め
る
。

～東南海、南海地震等に関する専門調査会～

※）本専門調査会における公表経緯
　・平成18年12月7日：想定震度分布の公表
　・平成19年11月1日：建物被害、死者数等の推計結果の公表

・平成20年2月18日：文化遺産の被災可能性の公表
・平成20年5月14日：経済、交通、ライフライン被害等の推計結果の公表
・平成20年8月1日：上町断層帯による浸水可能性の評価結果の公表

土岐座長から佐藤防災担当大臣への手交の様子

専門調査会（第36回、最終回）の様子。中央が土岐座長
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8
．
東
西
間
交
通
の
確
保

　

大
阪
や
名
古
屋
周
辺
を
通
る
新
幹
線
や
高

速
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
、
経
済
活
動
へ

の
支
障
等
多
大
な
影
響
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
や
代
替
性

の
確
保
、
異
な
る
交
通
手
段
間
の
接
続
性
の

向
上
を
図
る
。

9
．
行
政
機
能
や
経
済
機
能
の
継
続
性
の
確
保

　

国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
防
災
関
係
機
関

は
、
災
害
時
に
お
い
て
も
必
要
と
な
る
人
員

や
資
機
材
等
を
必
要
な
場
所
に
的
確
に
投
入

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
推
進
す
る
。
業
務
継
続
の
実
現
に

必
要
と
な
る
庁
舎
、
病
院
、
学
校
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
耐
震
性
の
現
状

を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
と
と
も

に
、
早
急
な
耐
震
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
地
震
に
よ
り
企
業
活
動
が
停
止
す

る
と
、
そ
の
影
響
は
各
地
に
波
及
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
が
事
業
継
続
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
は
、
事

業
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
企
業
の
防
災
の
取
組
を
評
価
す
る

手
法
を
提
示
し
、
そ
の
活
用
に
よ
り
自
ら
の

防
災
の
取
組
を
点
検
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
。

10
．
相
互
連
携
に
よ
る
災
害
対
応
力
の
強
化

　

広
域
か
つ
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、
広
域
的
な
応
急
対
応
を
円
滑
に

実
施
で
き
る
広
域
連
携
体
制
の
確
立
が
重
要

で
あ
る
。

　

被
災
者
に
対
す
る
罹
災
証
明
の
発
行
に
際

し
て
、
地
域
間
で
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
関

係
行
政
機
関
の
間
で
罹
災
証
明
の
取
扱
等
に

関
す
る
広
域
間
調
整
を
行
う
し
く
み
を
整
備

す
る
。
ま
た
、
被
災
者
が
避
難
先
に
お
い
て

も
支
援
を
受
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

広
域
的
な
被
災
者
支
援
体
制
を
整
備
す
る
。

　

行
政
に
よ
る
公
助
だ
け
で
は
対
応
に
限
界

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・

充
実
や
学
校
と
地
域
と
の
連
携
強
化
、
企
業

に
よ
る
避
難
者
や
帰
宅
困
難
者
等
に
対
す
る

支
援
体
制
の
整
備
を
促
進
す
る
。

11
．
防
災
情
報
の
見
え
る
化

　

平
常
時
の
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
情
報
や
飲

食
料
・
医
薬
品
等
の
備
蓄
状
況
、
発
災
時
の

各
機
関
の
人
員
配
置
状
況
や
防
災
用
資
機
材

等
の
保
管
場
所
、
数
量
、
輸
送
状
況
等
に
関

す
る
情
報
等
の
共
有
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

G
I
S
ベ
ー
ス
で
共
通
の
状
況
把
握
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
規
格
等

の
整
備
を
進
め
る
。

12
．
地
域
防
災
力
等
の
評
価
と
公
表

　

地
方
公
共
団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
企
業

等
に
よ
る
防
災
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
、
各
主
体
の
防
災
力
を
適
切
に
評

価
す
る
た
め
の
評
価
指
標
や
手
法
の
開
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
力
の
評
価
実
施
体

制
を
整
備
す
る
。

　

今
後
、
本
報
告
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て 

は
、
予
防
対
策
か
ら
応
急
対
策
、
復
旧･

復

興
対
策
ま
で
を
含
ん
だ
総
合
防
災
対
策
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
地
震
対
策
大
綱
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

　

本
報
告
を
含
む
、
こ
れ
ま
で
の
同
専
門
調

査
会
に
お
け
る
検
討
結
果
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
頂
け

ま
す
。

お
わ
り
に

１．膨大な被害への対応

死者数の約 8割は建物倒壊、約 1～2割は火災が原因
膨大な物的・人的被害の発生

予防対策
○建築物の耐震化

補助制度、税制優遇措置等の活用
耐震改修促進法に基づく指導・助言・指示

○火災対策
建築物の不燃化、密集市街地の面的整備
初期消防力の充実・強化

○ライフライン・インフラ確保対策
施設の耐震化・多重化・分散化
交通インフラの耐震化、代替性の向上

○公的機関等の業務継続性の確保
業務継続計画の策定
施設・設備の耐震化とバックアップ体制の強化

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

応急対策
○救助・救命体制の充実
○消防力の充実・強化
○緊急輸送・搬送対策

復旧・復興対策
○震災廃棄物処理対策
○ライフライン・インフラ復旧対策

避難者、帰宅困難者等への対応

地震防災に関する調査研究の推進と成果の防災対策への活用
理学、工学、社会科学分野での調査研究

活断層に関する情報等のデータベース化

地震活動の観測・監視体制の整備・維持

知見・成果の体系的整理と共有化

地震防災戦略、応急対策活動要領の策定

対策の推進状況の定期的なフォローアップ

実践的な防災訓練の実施と対策への反映

自助・共助の促進

対策の効果的推進
l

l
l

l

l

l
l

l

２．中部圏・近畿圏における
　   特徴的な被害事象への対応

特徴的な被害の発生要因
大阪府は特に木造住宅密集市街地の集積が高い場所が多い
京都や奈良を中心に、文化遺産の数が極めて多い
地下街、高層ビル、ターミナル駅等における膨大な滞留人口
広大なゼロメートル地帯
大阪湾、伊勢湾に集積する大規模な石油コンビナート地域
中山間地域等の孤立危険性の高い集落が多数分布

○木造住宅密集市街地の防災対策の推進
市街地の再開発、土地区画整理事業等の面的整備
避難地、延焼遮断帯の整備

○京都、奈良を中心とする文化遺産の被害軽減
所有者、管理者による建造物の倒壊防止、美術品等の転倒・転落防止
周辺地域の不燃化、消防体制の強化

○地下街、高層ビル、ターミナル駅等の安全確保
出火防止対策、エレベータの安全対策
管理主体間の連携による避難誘導体制の整備

○ゼロメートル地帯の安全確保
海岸や河川の堤防等の耐震化
水防体制、避難誘導体制の強化

○石油コンビナート地域及び周辺の安全確保
石油コンビナート等災害防止法に基づく対策
揺れや液状化による被害軽減対策

○孤立危険性の高い集落への対応
通信及び交通アクセスの確保対策
備蓄、物資供給体制等の整備

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

ÿ

３．全国・海外への被害波及の軽減

４．相互連携による災害対応力の強化

５．防災情報の見える化

６．地域防災力等の評価と公表

国土の大動脈の寸断と生産拠点の被災

甚大かつ広域にわたる被害の発生

防災情報の的確な共有が不可欠

各主体による防災努力の重要性

○東西間交通の確保
○事業継続性の確保

○広域連携体制の確立
○行政・企業・住民間の連携

○防災力評価指標・手法の開発
○防災力評価実施体制の整備

○リスクや防災体制等の見える化
○情報収集・共有化・伝達体制の整備

図　中部圏・近畿圏の内陸地震に関する対策の提言（概要）
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内閣府政策統括官（防災担当）の平成 21年度予算案については、中山間地等の孤立集落対策の推進、
首都直下地震対策の推進、中部圏・近畿圏地震対策の推進などに要する経費5,151百万円となっています。

平成 21年度
内閣府防災部門予算案

Preparation

・防災週間・防災教育等意識啓発事業

・民間と市場の力を活かした安全な地域づくり

・防災ボランティア関連施策の推進

・地震防災戦略の推進

・首都直下地震対策の推進

・東海地震対策の推進

・東南海・南海地震対策の推進

・積雪寒冷地域等における地震対策の推進

・中部圏・近畿圏地震対策の推進

・地震防災緊急事業五箇年計画等の推進

・防災関連情報基盤の構築によるハザードマップの普及促進

・京阪神都市圏における広域防災拠点整備の推進

・災害に強い地域づくりの推進

・建築物の耐震化の推進

・長周期地震動対策の推進

・津波対策の推進

・火山災害対策の推進

・防災見える化の推進

・中山間地等の孤立集落対策の推進

・大規模水害対策の推進

・風水害・土砂災害・雪害対策の推進

・防災に関する人材育成・活用

・災害応急対策業務の実践的対応能力の向上

・中央防災無線網の管理等

・総合防災情報システムの機能拡張

・被災者の生活再建支援

・復興対策の推進

・人と防災未来センターの運営補助

・アジア防災センターを通じた地域防災協力の強化

・国際連合国際防災戦略の活動支援

・アジア・太平洋各国との防災協力の推進

60

36

21

9

68

9

20

27

27

9

12

10

392

20

21

28

16

72

25

55

7

8

9

1,986

499

610

46

251

91

28

33

97.1%

98.8%

99.6%

97.1%

100.0%

98.6%

△ 33

△ 32

△ 4

△ 5

0

△ 73

1,154

2,740

911

171

248

5,224

1,121

2,708

907

166

248

5,151

1.災害予防

2.災害応急対応

3.災害復旧・復興

4.国際防災協力

5.調整費

計

区　分
21年度
予算案
（A）

前年度
予算額
（B）

比較
増△減額
（A－B）

対前年度
比

（A／B）
主　要　事　項

注 :四捨五入の関係で、合計等は必ずしも一致しない。

（単位：百万円）
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平成 21年度災害・地震対策関係税制改正
要望結果概要

注１:平成 21年１月１日以後に行う耐震改修について適用する。
注２:「標準的な工事費用相当額」とは、改修工事の種類ごとに標準的な工事費用の額として定められた単価に、当該改修工事を行った床面積等を乗じて計算した金額をいう。

Taxation System

事　項 要望省庁 税目 結果概要

１． 三宅島噴火災害の長期避

難指示による被災代替家

屋等に係る軽減措置

内閣府、

国土交通省
固定資産税

平成17年２月１日に避難指示が解除された三宅島噴火災害の被災者の生活再建
と被災地の復興を支援するため、同災害により滅失・損壊した家屋及び償却資産
に代わるものとして取得等する家屋及び償却資産に係る固定資産税を最初の 4年
間 2分の1減額する措置について、取得等の期限を4年延長する（平成 25 年 3
月末まで）。延長

２． 新潟県中越地震災害に

よる被災代替家屋に係る

軽減措置

内閣府、

農林水産省、

経済産業省、

国土交通省

固定資産税、

都市計画税

平成16 年10月23日に発生した新潟県中越地震災害の被災者の生活再建と被
災地の復興を支援するため、同災害により滅失・損壊した家屋に代わるものとし
て取得等する家屋に係る固定資産税及び都市計画税を最初の 4年間 2分の1減
額する措置について、取得等の期限を2年延長する（平成 23年 3月末まで）。

延長

３． 地震防災対策用資産の

取得に関する特例措置

内閣府、

厚生労働省、

国土交通省

所得税、

法人税、

固定資産税

一定の個人事業者・法人による大規模地震対策を支援するため、東海地震に係る
地震防災対策強化地域、東南海・南海地震防災対策推進地域及び日本海溝・千
島海溝周辺海溝型地震防災対策推進地域における地震防災対策用資産の取得に
関する税制上の特例措置について、対象資産を緊急地震速報受信装置及びその
関連設備（感震装置・緊急遮断装置）に改める等の拡充を行ったうえ、
① 所得税・法人税の特別償却制度について、特別償却率を取得価格の 8％から
20％に引き上げるとともに、適用期限を２年延長する（平成 23年 3月末まで）。

② 固定資産税の課税標準に関する特例措置（平成 22年３月末までに取得された
もの）について、課税標準を最初の5年間価格の 4分の 3としているものを最
初の3年間価格の3分の 2に改める。

延長拡充

個人が、昭和 56 年 5月31日以前に建築された住宅（現行の耐震基準に適合し
ないものに限る）の耐震改修工事を行った場合、税額控除対象金額（上限：200
万円）の10％をその年分の所得税額から控除する制度について、以下の措置を講
じた上で、適用期限を5年延長する（平成 25年12月末まで（注1））。
①制度の適用対象区域について、地方公共団体が耐震改修計画に基づき耐震改
修工事を補助している地域に加え、地方公共団体が耐震診断のみを補助してい
る地域を新たに含めるほか、補助金額の下限要件を撤廃することにより、要件
を緩和する。

②税額控除の対象となる金額について、改修に要した費用の額と、改修に係る標
準的な工事費用相当額（注 2）とのいずれか少ない金額とする。

４． 住宅に係る耐震改修促

進税制（良質な住宅への

投資を促進するための緊

急措置の創設等）

内閣府、

国土交通省
所得税

延長拡充

都市部において、流域の治水安全度の向上を図るとともに、健全な水循環の確保
に寄与し、雨水の有効利用等による水需給の緩和を図るため、河川管理者以外
の者が設置する雨水貯留浸透施設に係る特例措置を2年延長する。

河川立体区域制度により河川を整備する場合に、整備事業の用に供するために使
用された土地の上に建築されていた家屋について移転補償金を受けた者が、河川
立体区域の指定があった日から2年以内に当該事業地上に従前の家屋に代わる
家屋を取得した場合の特例措置を2年延長する。

５． 雨水貯留浸透施設に係

る割増償却制度
国土交通省

所得税、

法人税延長

６． 河川立体区域制度の活

用による河川整備に係る

不動産取得税の課税標

準の特例措置

国土交通省 不動産取得税

延長
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 「
ピ
ロ
リ
ロ
リ
ン
、
ピ
ロ
リ
ロ
リ
ン
」

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
大
地
震
の
到
来
を

チ
ャ
イ
ム
で
知
ら
せ
る
緊
急
地
震
速
報
。

本
格
運
用
の
始
ま
っ
た
2
0
0
7
年
10

月
か
ら
半
年
間
、
１
件
も
出
な
か
っ
た

速
報
が
、
私
が
気
象
庁
担
当
と
な
っ
た

2
0
0
8
年
４
月
以
降
、
既
に
九
つ
の
地

震
（
こ
の
コ
ラ
ム
を
執
筆
し
た
12
月
中
旬

時
点
）
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
習
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
地
震

の
際
に
Ｐ
波
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
揺
れ
（
初

期
微
動
）
が
早
く
届

き
、
そ
の
後
に
Ｓ
波

と
呼
ば
れ
る
大
き
な

揺
れ
（
主
要
動
）
が

来
ま
す
。
緊
急
地
震

速
報
は
こ
の
２
種
類

の
波
の
時
間
差
を
利

用
し
、
各
地
に
Ｓ
波
が
到
達
す
る
時
間
や

震
度
を
予
想
す
る
も
の
で
す
。
最
大
震
度

５
弱
が
予
想
さ
れ
れ
ば
、
気
象
庁
が
速
報

を
出
し
ま
す
。

で
す
が
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
の
地
震
で

強
い
揺
れ
の
前
に
間
に
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

2
0
0
8
年
６
月
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
で
震
度
６
強
を
観
測
し
た
岩
手
県
奥
州

市
で
は
、
強
い
揺
れ
か
ら
４
秒
以
上
た
っ

た
後
に
速
報
を
発
表
。
地
震
検
知
か
ら
速

報
発
表
ま
で
20
・
８
秒
か
か
っ
た
岩
手
県

沿
岸
北
部
の
地
震
（
７
月
）
で
も
、
震
度

6
弱
の
岩
手
県
全
域
、
青
森
県
南
西
部
な

ど
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
時
間
差
が
ほ
と
ん
ど
な

い
震
源
周
辺
で
は
効
果
が
な
か
っ
た
り
、

地
震
の
規
模
を
速
報
基
準
の
震
度
５
弱
よ

り
過
小
に
予
測
す
る
と
い
っ
た
技
術
的
な

課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

「
役
に
立
た
な
い
緊
急
地
震
速
報
は
止
め

て
、
予
算
を
ほ
か
に
回
す
べ
き
」
と
の
意

見
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。
で
も
、
10
秒
、

い
や
数
秒
で
も
猶
予
が
あ
れ
ば
、
と
っ
さ

に
机
の
下
に
飛
び
込
む
な
ど
の
対
策
は
取

れ
ま
す
。
確
実
な
地
震
予
知
が
で
き
な
い

中
、
う
ま
く
利
用
す
れ
ば
有
効
な
被
害
防

止
策
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
以
上
、

気
象
庁
に
は
観
測
地
点
を
増
や
し
た
り
、

予
測
式
の
精
度
を
高
め
る
な
ど
速
報
技
術

の
向
上
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
市
民
へ
の
周
知
徹
底
で

す
。
東
京
の
民
間
調
査
会
社
が
ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震

で
被
災
し
た
仙
台
、
盛
岡
、
福
島
市
民
計

６
８
３
人
の
う
ち
、
緊
急
地
震
速
報
を
聞

い
た
の
は
２
６
７
人
で
、
強
い
揺
れ
の
到
達

前
に
聞
い
た
人
は
89
人
と
全
体
の
１
割
強

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

国
も
、東
北
６
県
の
小
中
学
校
や
病
院
、

工
場
な
ど
計
２
３
７
８
カ
所
に
調
査
し
た

の
で
す
が
、
強
い
揺
れ
の
到
達
ま
で
の
猶

予
時
間
の
有
無
を
答
え
た
５
９
５
カ
所
の

う
ち
、
計
算
上
は
到
達
ま
で
20
秒
以
上
余

裕
が
あ
っ
た
地
域
で
も
、
速
報
が
「
間
に

合
っ
た
」
の
は
約
３
割
に
す
ぎ
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
発
表
か
ら
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
る
ま
で
に
約
１
〜
３

秒
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
自
動
音
声
が
警
戒

を
呼
び
か
け
終
え
る
ま
で
に
約
７
秒
程
度

か
か
る
と
の
こ
と
。
加
え
て
、
視
聴
者
が

緊
急
地
震
速
報
と
認
識
す
る
ま
で
に
も
時

間
が
か
か
る
と
い
い
、
気
象
庁
は
「
チ
ャ

イ
ム
や
自
動
音
声
で
は
気
づ
か
ず
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
放
送
で
気
づ
く
例
も
あ
る
の

で
は
」
と
分
析
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

少
な
く
と
も
、
学
校
や
病
院
、
デ
パ
ー

ト
な
ど
公
共
施
設
や
多
く
の
人
が
集
ま
る

場
所
に
は
、
緊
急
地
震
速
報
を
自
動
的
に

館
内
に
流
す
専
用
装
置
の
導
入
を
促
進
し
、

市
民
も
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
、

携
帯
電
話
の
受
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
速
報
が
出
た

後
の
行
動
を
事
前
に
決
め
て
お
く
な
ど
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
即
座
に
動
け
る
よ
う

常
に
心
が
け
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

緊急地震速報の
有効活用を

ひおか　てつや●1997年毎日新聞社入
社。岐阜支局、中部報道センターで愛知
県警、遊軍担当などを経て、08年から社
会部。

毎日新聞東京本社社会部

樋岡徹也

記 者 の

眼
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善福寺川 善福寺川

善福寺川取水施設の概要

ポンプ

放流渠
ほうりゅうきょ

神田川・環状七号線地下調節池（地下約 40m）

＝雨水

＝取水の流れ

＝放流の流れ

管理ゲート

「被災地を観光で訪れることは決し
て不謹慎なことではない。ぜひ見に
来て欲しい」と話す大桃さん。復旧
は進んでも日常生活の復興はなかな
か難しい。これからも被災地を見守
り続けたい。（大）
阪神・淡路大震災から14 年。被災
の経験と震災の教訓は、これからも
防災への取組や防災ボランティア活
動の輪を押し広げ続ける。（た）
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大
雨
の
た
び
に
水
害
を
起
こ
す
神
田

川
。
東
京
都
は
、
神
田
川
流
域
の
水
害

軽
減
を
狙
い
、
道
路
の
下
に
雨
水
を
溜

め
る
巨
大
な
ト
ン
ネ
ル
「
環
状
七
号
線

地
下
調
節
池
」
を
着
工
。
平
成
20
年

3
月
に
完
成
し
た
。

　

全
長
4
・
5
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
状
の
調

節
池
は
、
北
か
ら
妙
正
寺
川
、
善
福

寺
川
、
神
田
川
と
交
差
し
、
大
雨
に
よ

り
河
川
に
流
れ
込
ん
だ
大
量
の
雨
水
を

す
ば
や
く
施
設
内
に
貯
留
。
貯
ま
っ
た

雨
水
を
河
川
に
放
流
し
、
次
の
水
害
に

備
え
る
。

　

調
節
池
整
備
前
の
平
成
5
年
、
台

風
11
号
で
は
、
総
雨
量
2
8
8
㎜
（
時

間
雨
量
47
㎜
）
で
、
3
1
1
7
戸
も
の

浸
水
被
害
が
記
録
さ
れ
た
が
、
整
備

後
の
平
成
16
年
、
台
風
22
号
で
は
、

総
雨
量
2
8
4
㎜
（
時
間
雨
量
57
㎜
）

で
浸
水
被
害
は
46
戸
と
水
害
の
軽
減

に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
た
。

2 月～ 3月の予定

Schedule
12 月  2日　中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」（第 36回、最終回）
12月12日　中央防災会議
12月16日　事業継続計画策定促進方策に関する検討会（第1回）
12月 24日　重要文化財建造物の総合防災対策検討会（第 3回）
12月 25日　雪害による犠牲者ゼロのための地域の防災力向上を目指す検討会（第2回）
1月15日～ 21日　防災とボランティア週間
1月16日　平成 20年度政府総合図上訓練
1月17日　防災とボランティアの日
1月21日　防災とボランティアのつどい（於：東京都渋谷区）
1月23日　中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」（第13回）
　　　　　首都直下地震の復興対策のあり方に関する検討会
1月26、27日　国際復興フォーラム（於：神戸市）

12 月～ 1月の動き

神田川・環状七号線地下調節池
神田川流域の水害から都民の命と暮らしを守る

防災技術 Front Line

資料提供：東京都

2 月 4 日　事業継続計画策定促進方策に関する検討会（第 2回）
3月中旬     中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査会」（第 14 回）
3月中旬　雪害による犠牲者ゼロのための地域の防災力向上を目指す検討会（第 3回）
3月中旬　事業継続計画策定促進方策に関する検討会（第 3回）

取水施設では、河川から大量の雨水を
取り込んで調節池に貯める。その後、
元の河川に雨水を放流し、次の水害に
備える

調節池の内径は、約 12.5mあり、54
万㎥の雨水を貯留できる。平成 9年 4
月から平成18年末までに、20回の流
入実績がある。杉並区、中野区、渋谷区、
新宿区で水害の軽減を実現した

ご意見・ご感想を、内閣府
（防災担当）広報「ぼうさい」宛で、

はがき、FAX、メールにて
お寄せください。

広報「ぼうさい」購読のご案内

本誌の購読をご希望の方は、（社）時事
画報社までお申し込みください。お申し
込みは電話、FAX、小社ホームページ
にて承ります。
TEL：0120-008884
FAX：03-5571-8898
http://www.jijigaho.or.jp
1冊 300円（税込み）
※送料別途：1～5冊80円

5冊以上160円または実費

表紙／新宿副都心を中心とした空撮（写真提供：アフロ）



「きょうからはじめる防災ボランティア活動」 「防災週間！2008　～地震に負けないために～」

政府インターネットテレビ
51ch防災チャンネルのお知らせ

「防災チャンネル」は、災害への備えなどの防災に関するさまざまな情報を、VTR取材などを挟みながらゲストとのトー
クやクイズを実施し、幅広い年齢層に分かりやすく紹介しています。

http://nettv.gov-online.go.jp/channel.html?c=51

政府インターネットテレビは、国民生活にかかわりの深いテーマについて、広く国民の方々に、その内容、背景、必
要性などを知っていただくための情報などを、動画でわかりやすく提供しています。（http://nettv.gov-online.go.jp/）

1月20日から、防災ボランティア活動に関する番組の提供が開始されています。みなさま是非ご覧ください！

・番組名　峰竜太のナッ得！ニッポン　・テーマ　「きょうからはじめる防災ボランティア活動」


